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(57)【要約】
反芻動物のための食餌組成物が提供され、この食餌組成
物は、脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む脂肪酸組成
物及び飼料材料を含み、脂肪酸成分が、ルーメン安定性
脂肪酸を含み、界面活性剤成分とのある質量／質量比率
を有する。反芻動物飼料混合物を調製する方法及びシス
テムが提供され、この方法は、脂肪酸組成物を少なくと
も１つの飼料材料と混ぜ合わせることにより、固体混合
物を調製するステップであって、ここで脂肪酸組成物が
、脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む、ステップ、及
び固体混合物を、コンディショニング温度で、コンディ
ショニング時間の間コンディショニングして、反芻動物
飼料混合物を提供するステップを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
反芻動物のための食餌組成物であって、
前記食餌組成物が、
脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む脂肪酸組成物；及び
飼料材料を含み、
前記脂肪酸成分が、少なくとも７０質量％のルーメン安定性脂肪酸を含み；
前記界面活性剤成分と前記脂肪酸成分との質量／質量比率が、約１：１００～約１：１で
ある、
食餌組成物。
【請求項２】
前記界面活性剤成分と前記脂肪酸成分との質量／質量比率が、約１：２０～約１：２であ
る、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項３】
前記脂肪酸成分が、少なくとも約８０質量％の遊離脂肪酸を含む、請求項１に記載の反芻
動物食餌組成物。
【請求項４】
前記脂肪酸成分が、少なくとも７０質量％のパルミチン酸化合物を含む、請求項１に記載
の食餌組成物。
【請求項５】
前記脂肪酸成分が、少なくとも９５質量％のパルミチン酸化合物を含む、請求項１に記載
の食餌組成物。
【請求項６】
前記パルミチン酸化合物が、遊離パルミチン酸、パルミチン酸トリグリセリド、パルミチ
ン酸の１又は複数の塩を含む、請求項４に記載の食餌組成物。
【請求項７】
パルミチン酸の前記塩が、パルミチン酸ナトリウム、パルミチン酸カルシウム、パルミチ
ン酸マグネシウム、パルミチン酸アンモニウム、パルミチン酸亜鉛、パルミチン酸アルミ
ニウム、パルミチン酸銅、パルミチン酸鉄、パルミチン酸クロム、パルミチン酸セレン、
又はそれらの組み合わせを含む、請求項６に記載の食餌組成物。
【請求項８】
前記脂肪酸成分が、少なくとも９０質量％の遊離パルミチン酸を含む、請求項１に記載の
食餌組成物。
【請求項９】
前記脂肪酸成分がステアリン酸化合物を含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項１０】
前記脂肪酸成分がオレイン酸化合物を含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項１１】
前記オレイン酸化合物が、遊離オレイン酸、オレイン酸エステル、オレイン酸のモノ－、
ジ－、又はトリグリセリド、高オレイン酸油、又はそれらの組み合わせを含む、請求項１
０に記載の食餌組成物。
【請求項１２】
前記脂肪酸成分が、約１質量％～約５０質量％の前記オレイン酸化合物を含む、請求項１
０に記載の食餌組成物。
【請求項１３】
前記高オレイン酸油が、３５質量％以上のオレイン酸含量を有する、請求項１１に記載の
食餌組成物。
【請求項１４】
前記高オレイン酸油が、４０質量％以上のオレイン酸含量を有する、請求項１１に記載の
食餌組成物。
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【請求項１５】
前記高オレイン酸油が、５０質量％以上のオレイン酸含量を有する、請求項１１に記載の
食餌組成物。
【請求項１６】
前記脂肪酸成分が、オリーブ油、ペカン油、ナタネ油、ピーナッツ油、マカダミア油、ヒ
マワリ油、トウモロコシ油、綿実油、亜麻仁油、パーム油、ダイズ油、ブドウ種子油、シ
ーバックソーン油、鶏脂、シチメンチョウ脂、ラード、又はそれらの組み合わせを含む、
請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項１７】
前記脂肪酸成分が、約１質量％～約５０質量％の高オレイン酸油を含む、請求項１に記載
の食餌組成物。
【請求項１８】
前記脂肪酸成分が、約１質量％～約４０質量％のナタネ油を含む、請求項１に記載の食餌
組成物。
【請求項１９】
前記脂肪酸成分が、遊離パルミチン酸及びナタネ油を、約５０：１～約１：１の質量／質
量比率で含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項２０】
前記脂肪酸成分が、４５質量％以下の不けん化物を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
前記脂肪酸成分が、１５質量％以下の不けん化物を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
前記脂肪酸成分が、２５以下のヨウ素価を有する、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項２３】
前記脂肪酸成分が、１５以下のヨウ素価を有する、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項２４】
前記界面活性剤成分が非イオン乳化剤を含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項２５】
前記界面活性剤成分がイオン乳化剤を含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項２６】
前記界面活性剤成分が、約１０～約２０の親水親油バランス値を有する乳化剤を含む、請
求項１に記載の食餌組成物。
【請求項２７】
前記界面活性剤成分が、カルシウムステアロイルジラクテート、グリセロールエステル、
ポリグリセロールエステル、ソルビタンエステル、ポリソルビタンエステル、ポリエチレ
ングリコールエステル、糖エステル、モノグリセリド、アセチル化モノグリセリド、乳酸
化モノグリセリド、又はそれらの誘導体を含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項２８】
前記界面活性剤成分が、ポリオキシエチレンステアレート、ポリソルベート、ポリオキシ
エチレンソルビタンモノラウレート、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレアート、ポ
リオキシエチレンソルビタンモノパルミテート、ポリオキシエチレンソルビタンモノステ
アレート、ポリオキシエチレンソルビタントリステアレート、アンモニウムホスファチド
、脂肪酸のナトリウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩、脂肪酸のマグネシウム塩、脂
肪酸のモノグリセリド及びジグリセリド、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの酢
酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの乳酸エステル、脂肪酸のモノグ
リセリド及びジグリセリドのクエン酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリ
ドのモノアセチル酒石酸エステル及びジアセチル酒石酸エステル、脂肪酸のモノグリセリ
ド及びジグリセリドの酢酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの酒石酸
エステル、脂肪酸のスクロースエステル、スクログリセリド、脂肪酸のポリグリセロール
エステル、ポリグリセロールポリリシノレエート、脂肪酸のプロパン－１，２－ジオール
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エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドと相互作用した熱酸化大豆油、ナト
リウムステアロイル－２－ラクチラート、カルシウムステアロイル－２－ラクチラート、
ソルビタンモノステアレート、ソルビタントリステアレート、ソルビタンモノラウレート
、ソルビタンモノオレアート、ソルビタンモノパルミテート、ポリソルベート２０、ポリ
ソルベート４０、ポリソルベート６０、ポリソルベート８０、又はそれらの誘導体を含む
、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項２９】
前記脂肪酸のナトリウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩が、蒸留パーム脂肪酸のナト
リウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩を含む、請求項２８に記載の食餌組成物。
【請求項３０】
前記界面活性剤成分が、オレイン酸由来の界面活性剤を含む、請求項１に記載の食餌組成
物。
【請求項３１】
前記界面活性剤成分が、オレイン酸エステル由来の非イオン界面活性剤を含む、請求項１
に記載の食餌組成物。
【請求項３２】
前記界面活性剤成分が、オレイン酸由来のイオン界面活性剤を含む、請求項１に記載の食
餌組成物。
【請求項３３】
前記界面活性剤成分が、オレイン酸ナトリウム、オレイン酸カリウム、オレイン酸カルシ
ウム、オレイン酸アンモニウム、オレイン酸ソルビタン、ソルビタンモノ－、ジ－又はト
リオレアート、オレイン酸ポリソルベート、オレイン酸グリセリル、オレイン酸メチル、
オレイン酸エチル、オレイン酸ＰＥＧ、オレイン酸トリエタノールアミン（オレイン酸Ｔ
ＥＡ）、又はそれらの組み合わせを含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項３４】
前記食餌組成物が高オレイン酸油をさらに含み、前記高オレイン酸油が、３５質量％以上
のオレイン酸含量を有する、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項３５】
前記高オレイン酸油がナタネ油を含む、請求項３４に記載の食餌組成物。
【請求項３６】
前記高オレイン酸油がオリーブ油を含む、請求項３４に記載の食餌組成物。
【請求項３７】
前記飼料材料が、粗飼料、かいば、サイレージ、穀物、又は油種子ミールを含む、請求項
１に記載の食餌組成物。
【請求項３８】
前記飼料材料が、多糖、オリゴ糖、セルロース、ヘミセルロース、リグノセルロース、糖
又はデンプンを含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項３９】
前記飼料材料が、サトウダイコンパルプ、サトウキビ、モラセス、小麦ふすま、オート麦
殻、穀物殻、ダイズ殻、ピーナッツ殻、醸造所副生産物、酵母誘導体、草、干し草、種子
、果物の皮、果物パルプ、豆類、植物系飼料原料、小麦、トウモロコシ、オート麦、ソル
ガム、キビ、藻類、又は大麦を含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項４０】
前記飼料材料が、大豆ミール、豆ミール、ナタネミール、ヒマワリミール、ココナツミー
ル、パーム核ミール、オリーブミール、亜麻仁ミール、ブドウ種子ミール、綿実ミール、
又はそれらの混合物を含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項４１】
前記飼料材料が、糖原性前駆体、ビタミン、ミネラル、アミノ酸、又はアミノ酸誘導体を
含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項４２】
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前記食餌組成物が、
約０．５質量％～約４０質量％の前記脂肪酸組成物であって、前記脂肪酸組成物が、約５
０質量％～約９９質量％の前記脂肪酸成分及び約０．０１質量％～約２０質量％の前記界
面活性剤成分を含む、前記脂肪酸組成物；及び
約５０質量％～約９９質量％の前記飼料材料
を含む、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項４３】
前記食餌組成物が、約１質量％～約３０質量％の高オレイン酸油をさらに含む、請求項４
２に記載の食餌組成物。
【請求項４４】
前記組成物がペレット形状である、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項４５】
前記組成物が、マッシュ混合物形状である、請求項１に記載の食餌組成物。
【請求項４６】
反芻動物飼料混合物を調製する方法であって、
脂肪酸組成物を少なくとも１つの飼料材料と混ぜ合わせることにより、固体混合物を調製
するステップであって、ここで前記脂肪酸組成物が、脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含
む、ステップ；及び
前記固体混合物を、コンディショニング温度で、コンディショニング時間の間コンディシ
ョニングして、前記反芻動物飼料混合物を提供するステップ
を含む、方法。
【請求項４７】
前記脂肪酸組成物が、プリル化された固体ビーズ形状又は固体フレーク形状である、請求
項４６に記載の方法。
【請求項４８】
前記方法が、前記固体混合物をコンディショニングするステップの前に、高オレイン酸油
を前記固体混合物内に添加するステップをさらに含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
前記方法が、高オレイン酸油を前記反芻動物飼料材料内に添加するステップをさらに含む
、請求項４６に記載の方法。
【請求項５０】
前記飼料材料が、約１０μｍ～約１０ｍｍのアベレージ粒子径を有する、請求項４６に記
載の方法。
【請求項５１】
前記固体混合物が、１２質量％以下の水分レベルを有する、請求項４６に記載の方法。
【請求項５２】
前記固体混合物が、約１０μｍ～約２０ｍｍの粒子径を有する、請求項４６に記載の方法
。
【請求項５３】
コンディショニングの前に、液体成分が前記固体混合物と混合される、請求項４６に記載
の方法。
【請求項５４】
混合が周囲温度で実施される、請求項５３に記載の方法。
【請求項５５】
前記液体成分が水を含む、請求項５３に記載の方法。
【請求項５６】
前記液体成分が糖原性前駆体を含む、請求項５３に記載の方法。
【請求項５７】
前記反芻動物飼料混合物が、約０．０１質量％～約５質量％の前記界面活性剤成分を含む
、請求項４６に記載の方法。
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【請求項５８】
前記固体混合物が、約３質量％～約４０質量％の前記脂肪酸組成物を含む、請求項４６に
記載の方法。
【請求項５９】
前記方法が、糖原性前駆体を前記反芻動物飼料混合物内に添加するステップをさらに含む
、請求項４６に記載の方法。
【請求項６０】
前記方法が、前記固体混合物を調製するステップの前に、前記飼料材料を、約１ｍｍ～約
１０ｍｍのアベレージ粒子径に粉砕するステップをさらに含む、請求項４６に記載の方法
。
【請求項６１】
前記コンディショニング時間が、約５秒間～約１０分間である、請求項４６に記載の方法
。
【請求項６２】
前記コンディショニング時間が、約３分間～約３０分間である、請求項４６に記載の方法
。
【請求項６３】
前記コンディショニング温度が、前記脂肪酸成分が融解する温度以上である、請求項４６
に記載の方法。
【請求項６４】
前記コンディショニング温度が約４５℃～約６５℃である、請求項４６に記載の方法。
【請求項６５】
前記コンディショニング温度が約５５℃～約７０℃である、請求項４６に記載の方法。
【請求項６６】
前記方法が、前記反芻動物飼料混合物をペレットにプレスするステップをさらに含む、請
求項４６に記載の方法。
【請求項６７】
前記プレスするステップの後に、前記ペレットが、約７０℃以上に達する、請求項６６に
記載の方法。
【請求項６８】
前記プレスするステップの後に、前記ペレットが、約８１℃以上に達する、請求項６６に
記載の方法。
【請求項６９】
前記方法が、前記ペレットを周囲温度に冷却するステップをさらに含む、請求項６６に記
載の方法。
【請求項７０】
反芻動物飼料を作製するためのシステムであって、前記システムが、
ミキサー（ここで、前記ミキサーが固体混合物を含み、前記固体混合物が脂肪酸組成物及
び少なくとも１つの飼料材料を含み、前記脂肪酸組成物が脂肪酸成分及び界面活性剤成分
を含む）；
スチームコンディショニング容器（ここで、前記スチームコンディショニング容器が反芻
動物飼料混合物を含み、前記反芻動物飼料混合物が前記固体混合物を含む）；及び
ペレットプレッサー、エキスパンダー、又はエクストルーダー
を含む、システム。
【請求項７１】
前記ミキサーが、パドルミキサー又はリボンミキサーを含む、請求項７０に記載のシステ
ム。
【請求項７２】
前記ペレットプレッサーが、リングダイプレッサー又はフラットダイプレッサーである、
請求項７０に記載のシステム。



(7) JP 2018-503389 A 2018.2.8

10

20

30

40

50

【請求項７３】
前記リングダイプレッサー又は前記フラットダイプレッサーが、約４ｍｍ～約６ｍｍのダ
イ直径を有する、請求項７２に記載のシステム。
【請求項７４】
前記リングダイプレッサー又は前記フラットダイプレッサーが、約４０ｍｍ～約１２０ｍ
ｍのダイチャネルを有する、請求項７２に記載のシステム。
【請求項７５】
前記システムが、油添加出口をさらに含み、前記油添加出口が前記ミキサーの内側に存在
し、前記油添加出口が、油を前記固体混合物内に添加するように構成される、請求項７０
に記載のシステム。
【請求項７６】
前記システムが、液体注入出口をさらに含み、前記液体注入出口が前記ミキサーの内側に
存在し、前記液体注入出口が、液体成分を前記固体混合物内に噴霧するように構成される
、請求項７０に記載のシステム。
【請求項７７】
反芻動物により生産されるミルクのミルク産出量、乳脂肪、又は乳タンパク質を増加させ
る方法であって、前記方法が、
反芻動物飼料混合物を、摂取のために前記反芻動物に提供するステップであって、前記反
芻動物飼料混合物が、請求項４６－６９のいずれか一項に記載の方法によって作製される
ステップ；及び
前記反芻動物が前記反芻動物飼料混合物を摂取した後に、前記反芻動物からミルクを回収
するステップであって、前記反芻動物から回収されるミルクが、前記反芻動物が前記反芻
動物飼料混合物を摂取する前のミルクと比較して、より高い乳脂肪含量、乳タンパク質含
量、又はその両方を有するステップ
を含む、方法。
【請求項７８】
前記反芻動物が、ウシ、ヤギ、又はヒツジである、請求項７７に記載の方法。
【請求項７９】
請求項４６－６９のいずれか一項に記載の方法により作製された、反芻動物食餌組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願への相互参照
本出願は、２０１５年２月２日に出願された米国出願第６２／１１１，００６の優先権を
主張し、この出願は、参照によりその全体が本明細書に明確に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
背景
泌乳反芻動物から得られるミルクの生産及び脂肪含量を増加させることは、酪農家の主要
な目標である。反芻動物１頭あたりのミルク生産がさらに増えることは、有益である。な
ぜならば、それはより高い産出量をもたらし、これにより利益が増加するからである。乳
脂肪、乳タンパク質又はその両方を含む乳固形分が増加することが望ましい。なぜならば
、それらは高い経済的価値を有し、チーズ、ヨーグルトなどの、非常に望ましい食品に使
用することができるからである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
概要
一つの態様において、本開示は、反芻動物のための食餌組成物を提供する。いくつかの実
施形態において、反芻動物のための食餌組成物が、脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む
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脂肪酸組成物；及び飼料材料を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、少な
くとも７０質量％のルーメン安定性脂肪酸を含み；界面活性剤成分と脂肪酸成分との質量
／質量比率が、約１：１００～約１：１である。いくつかの実施形態において、食餌組成
物が、約０．５質量％～約４０質量％の脂肪酸組成物であって、脂肪酸組成物が、約５０
質量％～約９９質量％の脂肪酸成分及び約０．０１質量％～約２０質量％の界面活性剤成
分を含む、脂肪酸組成物；及び約５０質量％～約９９質量％の飼料材料を含む。いくつか
の実施形態において、食餌組成物が、約１質量％～約３０質量％の高オレイン酸油をさら
に含む。いくつかの実施形態において、食餌組成物がペレット形状である。いくつかの実
施形態において、食餌組成物が、マッシュ混合物形状である。
【０００４】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、プリル化された固体ビーズ形状又は固体
フレーク形状である。
【０００５】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、４５℃、５０℃、６０℃又は７０℃以上
の融点を有する。
【０００６】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、２質量％、１質量％、０．５質量％、又
は０．０１質量％以下の水分レベルを有する。
【０００７】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、約１μｍ～約１０ｍｍの粒子径を有する
。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、約０．５ｍｍ～約２ｍｍのアベレージ
粒子径を有する。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、約０．５ｍｍ～約２ｍ
ｍの平均粒子径を有する。
【０００８】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分と脂肪酸成分との質量／質量比率が約１：
１００～約１：１である。いくつかの実施形態において、界面活性剤成分と脂肪酸成分と
の質量／質量比率が、約１：１０～約１：２、又は約１：２０～約１：５、又は約１：２
０～約１：２である。
【０００９】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物又は食餌組成物が、栄養剤をさらに含んでよ
い。いくつかの実施形態において、栄養剤が、抗酸化剤、生物活性剤、香味剤、着色剤、
糖原性前駆体、ビタミン、ミネラル、アミノ酸、又はそれらの誘導体を含む。
【００１０】
いくつかの実施形態において、生物活性剤が、プレバイオティクス剤、プロバイオティク
ス剤、抗微生物剤、又はそれらの組み合わせを含む。
【００１１】
いくつかの実施形態において、糖原性前駆体が、グリセロール、プロピレングリコール、
プロパンジオール、ポリオール、又はプロピオン酸カルシウム若しくはプロピオン酸ナト
リウムである。
【００１２】
ビタミンが、任意の天然又は合成ビタミン、又はそれらの前駆体又は誘導体であってよい
。いくつかの実施形態において、ビタミンが、ビタミンＡ、ビタミンＣ、ビタミンＤ、ビ
タミンＥ、ビタミンＨ、ビタミンＫ、ビタミンＢ１、ビタミンＢ２、ビタミンＢ３、ビタ
ミンＢ５、ビタミンＢ６、ビタミンＢ７、ビタミンＢ９、ビタミンＢ１２、ビタミンＢｐ

、又はそれらの誘導体である。
【００１３】
いくつかの実施形態において、ミネラルが、カルシウム、ナトリウム、マグネシウム、リ
ン、カリウム、マンガン、亜鉛、セレン、銅、ヨウ素、鉄、コバルト、又はモリブデンの
誘導体である。
【００１４】
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アミノ酸が、任意の天然、合成、一般的、非一般的、必須又は非必須アミノ酸又はその前
駆体又はその誘導体であってよい。いくつかの実施形態において、アミノ酸が、カルニチ
ン、ヒスチジン、アラニン、イソロイシン、アルギニン、ロイシン、アスパラギン、リシ
ン、アスパラギン酸、メチオニン、システイン、フェニルアラニン、グルタミン酸、スレ
オニン、グルタミン、トリプトファン、グリシン、バリン、オルニチン、プロリン、セレ
ノシステイン、セリン、チロシン、又はそれらの誘導体である。
【００１５】
界面活性剤成分が、非イオン乳化剤又はイオン乳化剤であってよい。いくつかの実施形態
において、乳化剤が、約１０～約２０の親水親油バランス値を有する。いくつかの実施形
態において、乳化剤が、約２０、１５、７、５、３、又は１以下の親水親油バランス値を
有する。
【００１６】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、レシチン、大豆レシチン、セファリン
、ヒマシ油エトキシレート、ソルビタンモノ－、ジ－又はトリオレアート、タローエトキ
シレート、ラウリン酸、ポリエチレングリコール、又はそれらの誘導体を含む。いくつか
の実施形態において、界面活性剤成分が、カルシウムステアロイルジラクテート（ｄｉｌ
ａｃｉａｔｅ）、グリセロールエステル、ポリグリセロールエステル、ソルビタンエステ
ル、ポリソルビタンエステル、ポリエチレングリコールエステル、糖エステル、モノ－、
ジ－又はトリグリセリド、アセチル化モノグリセリド、乳酸化モノグリセリド、又はそれ
らの誘導体を含む。
【００１７】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、ポリオキシエチレンステアレート、ポ
リソルベート、ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレート、ポリオキシエチレンソル
ビタンモノオレアート、ポリオキシエチレンソルビタンモノパルミテート、ポリオキシエ
チレンソルビタンモノステアレート、ポリオキシエチレンソルビタントリステアレート、
アンモニウムホスファチド、脂肪酸のナトリウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩、脂
肪酸のマグネシウム塩、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリド、脂肪酸のモノグリセ
リド及びジグリセリドの酢酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの乳酸
エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドのクエン酸エステル、脂肪酸のモノ
グリセリド及びジグリセリドのモノアセチル酒石酸エステル及びジアセチル酒石酸エステ
ル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの酢酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド
及びジグリセリドの酒石酸エステル、脂肪酸のスクロースエステル、スクログリセリド、
脂肪酸のポリグリセロールエステル、ポリグリセロールポリリシノレエート、脂肪酸のプ
ロパン－１，２－ジオールエステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドと相互作
用した熱酸化大豆油、ナトリウムステアロイル－２－ラクチラート、カルシウムステアロ
イル－２－ラクチラート、ソルビタンモノステアレート、ソルビタントリステアレート、
ソルビタンモノラウレート、ソルビタンモノオレアート、ソルビタンモノパルミテート、
ポリソルベート２０、ポリソルベート４０、ポリソルベート６０、ポリソルベート８０、
パルミチン酸ポリソルビタン、ステアリン酸ポリソルビタン、オレイン酸ポリソルビタン
、又はそれらの誘導体を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸のナトリウム塩又は
カリウム塩又はカルシウム塩が、蒸留パーム脂肪酸のナトリウム塩又はカリウム塩又はカ
ルシウム塩を含む。
【００１８】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、オレイン酸由来の界面活性剤を含む。
いくつかの実施形態において、オレイン酸由来の界面活性剤が、オレイン酸エステル由来
の非イオン界面活性剤又はオレイン酸由来のイオン界面活性剤であってよい。
【００１９】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、オレイン酸ナトリウム、オレイン酸カ
リウム、オレイン酸カルシウム、オレイン酸アンモニウム、オレイン酸ソルビタン、ソル
ビタンモノ－、ジ－又はトリオレアート、オレイン酸ポリソルベート、オレイン酸グリセ
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リル、オレイン酸メチル、オレイン酸エチル、オレイン酸ＰＥＧ、オレイン酸トリエタノ
ールアミン（オレイン酸ＴＥＡ）、オレイン酸ポリソルベート、又はそれらの組み合わせ
を含む。
【００２０】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、５５℃、６０℃、６５℃、又は７０℃以上
で融解する。
【００２１】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分がルーメン安定性脂肪酸を含む。ルーメン安定
性脂肪酸が、遊離脂肪酸又は遊離脂肪酸のエステルであってよい。いくつかの実施形態に
おいて、脂肪酸成分が、約７０質量％、８０質量％、８５質量％、９０質量％、９５質量
％、９８質量％、又は９９質量％以上のルーメン安定性脂肪酸を含んでよい。いくつかの
実施形態において、脂肪酸成分が、約７０質量％、８０質量％、８５質量％、９０質量％
、９５質量％、９８質量％、又は９９質量％以上の遊離脂肪酸を含んでよい。いくつかの
実施形態において、脂肪酸成分が、少なくとも約８０質量％の遊離脂肪酸を含む。
【００２２】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、少なくとも７０質量％のパルミチン酸化合
物を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、少なくとも９５質量％のパルミ
チン酸化合物を含む。
【００２３】
いくつかの実施形態において、パルミチン酸化合物が、遊離パルミチン酸、パルミチン酸
トリグリセリド、パルミチン酸の１又は複数の塩を含む。いくつかの実施形態において、
パルミチン酸の塩が、パルミチン酸ナトリウム、パルミチン酸カルシウム、パルミチン酸
マグネシウム、パルミチン酸アンモニウム、パルミチン酸亜鉛、パルミチン酸アルミニウ
ム、パルミチン酸銅、パルミチン酸鉄、パルミチン酸クロム、パルミチン酸セレン、又は
それらの組み合わせを含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、少なくとも９
０質量％の遊離パルミチン酸を含む。
【００２４】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分がステアリン酸化合物を含む。いくつかの実施
形態において、ステアリン酸化合物が、遊離ステアリン酸、ステアリン酸トリグリセリド
、ステアリン酸ナトリウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、ステ
アリン酸アンモニウム、共役ステアリン酸、非共役ステアリン酸、又はステアリン酸誘導
体である。
【００２５】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、パルミチン酸化合物及びステアリン酸化合
物から本質的に成る。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、質量／質量比率が約
１０：１～約１：１０の、遊離パルミチン酸及び遊離ステアリン酸から本質的に成る。い
くつかの実施形態において、この質量／質量比率が約６：４～約４：６である。
【００２６】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分がオレイン酸化合物を含む。いくつかの実施形
態において、オレイン酸化合物が、遊離オレイン酸、オレイン酸エステル、オレイン酸の
モノ－、ジ－又はトリグリセリド、高オレイン酸油、又はそれらの組み合わせであってよ
い。
【００２７】
いくつかの実施形態において、高オレイン酸油が、約３５質量％以上のオレイン酸含量を
有する。いくつかの実施形態において、高オレイン酸油が、約４０質量％以上のオレイン
酸含量を有する。いくつかの実施形態において、高オレイン酸油が、約５０質量％、６０
質量％、又は７０質量％以上のオレイン酸含量を有する。いくつかの実施形態において、
高オレイン酸油がナタネ油を含む。いくつかの実施形態において、高オレイン酸油がオリ
ーブ油を含む。
【００２８】
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いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１質量％～約５０質量％の高オレイン酸
油を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１質量％～約３０質量％の高
オレイン酸油を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１質量％～約５０
質量％のオレイン酸化合物を含む。
【００２９】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が油を含有してよい。この油は、植物系又は動
物脂肪系であってよい。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、オリーブ油、ペカ
ン油、ナタネ油、ピーナッツ油、マカダミア油、ヒマワリ油、トウモロコシ油、綿実油、
亜麻仁油、藻類油、パーム油、ダイズ油、ブドウ種子油、シーバックソーン油、鶏脂、シ
チメンチョウ脂、ラード、又はそれらの組み合わせを含む。
【００３０】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１質量％～約４０質量％のナタネ油を含
む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、遊離パルミチン酸及びナタネ油を、約
５０：１～約１：１の質量比率で含む。
【００３１】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、４５質量％以下の不けん化物を含む。いく
つかの実施形態において、脂肪酸成分が、２５質量％以下の不けん化物を含む。いくつか
の実施形態において、脂肪酸成分が、１５質量％以下の不けん化物を含む。いくつかの実
施形態において、脂肪酸成分が、３０質量％、２０質量％、１０質量％、５質量％、又は
２質量％以下の不けん化物を含む。
【００３２】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約４５、３０、２５、１５、５、又は１以
下のヨウ素価を有する。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１～約３０のヨ
ウ素価を有する。
【００３３】
いくつかの実施形態において、飼料材料が、粗飼料、かいば、サイレージ、穀物、又は油
種子ミールを含む。いくつかの実施形態において、飼料材料が、多糖、オリゴ糖、セルロ
ース、ヘミセルロース、リグノセルロース、糖又はデンプンを含む。いくつかの実施形態
において、飼料材料が木に由来する。
【００３４】
いくつかの実施形態において、飼料材料が、サトウダイコンパルプ、サトウキビ、モラセ
ス、小麦ふすま、オート麦殻、穀物殻、ダイズ殻、ピーナッツ殻、醸造所副生産物、酵母
誘導体、草、干し草、種子、果物の皮、果物パルプ、豆類、植物系飼料原料、小麦、トウ
モロコシ、オート麦、ソルガム、キビ、藻類、又は大麦を含む。
【００３５】
いくつかの実施形態において、飼料材料が、大豆ミール、豆ミール、ナタネミール、ヒマ
ワリミール、ココナツミール、パーム核ミール、オリーブミール、亜麻仁ミール、ブドウ
種子ミール、綿実ミール、又はそれらの混合物を含む。
【００３６】
いくつかの実施形態において、飼料材料が、糖原性前駆体、ビタミン、ミネラル、アミノ
酸、又はアミノ酸誘導体を含む。
【００３７】
いくつかの実施形態において、食餌組成物が、脂肪酸成分、界面活性剤成分、及び飼料材
料を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が５０℃以上で融解する。いくつか
の実施形態において、脂肪酸成分が３０以下のヨウ素価を有する。いくつかの実施形態に
おいて、界面活性剤成分が、オレイン酸由来の界面活性剤を含む。いくつかの実施形態に
おいて、界面活性剤成分がポリソルベート又はソルベートを含む。いくつかの実施形態に
おいて、界面活性剤成分が、３０質量％、４５質量％、又は５０質量％以上のオレイン酸
ポリソルビタンを含む。
【００３８】
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いくつかの実施形態において、食餌組成物が、脂肪酸成分；界面活性剤成分；高オレイン
酸油；及び飼料材料から成り、脂肪酸組成物が５０℃以上で融解し、脂肪酸成分が３０以
下のヨウ素価を有し、高オレイン酸油が、３５質量％以上のオレイン酸含量を有する。い
くつかの実施形態において、食餌組成物が、約３質量％～約４０質量％の脂肪酸成分；約
０．０１質量％～約１０質量％の界面活性剤成分；及び約１質量％～約３０質量％の高オ
レイン酸油を含む。
【００３９】
別の態様において、本開示は、反芻動物飼料混合物を調製するための方法を提供する。い
くつかの実施形態において、本方法が、脂肪酸組成物を少なくとも１つの飼料材料と混ぜ
合わせることにより、固体混合物を調製するステップであって、ここで脂肪酸組成物が、
脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む、ステップ、及び固体混合物を、コンディショニン
グ温度で、コンディショニング時間の間コンディショニングして、反芻動物飼料混合物を
提供するステップを含む。
【００４０】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、プリル化された固体ビーズ形状又は固体
フレーク形状である。
【００４１】
いくつかの実施形態において、本方法が、固体混合物をコンディショニングするステップ
の前に、高オレイン酸油を固体混合物内に添加するステップをさらに含む。いくつかの実
施形態において、本方法が、高オレイン酸油を反芻動物飼料材料内に添加するステップを
さらに含む。
【００４２】
いくつかの実施形態において、飼料材料が、１０ｍｍ以下のアベレージ粒子径を有する。
いくつかの実施形態において、飼料材料が、約１０μｍ～約１０ｍｍのアベレージ粒子径
を有する。
【００４３】
いくつかの実施形態において、固体混合物が、１２質量％以下の水分レベルを有する。い
くつかの実施形態において、固体混合物が、１０質量％以下の水分レベルを有する。いく
つかの実施形態において、固体混合物が、約０．１質量％～約１０質量％の水分レベルを
有する。
【００４４】
いくつかの実施形態において、固体混合物が、２０ｍｍ以下の粒子径を有する。いくつか
の実施形態において、固体混合物が、約１０μｍ～約１０ｍｍの粒子径を有する。いくつ
かの実施形態において、固体混合物が、約１０μｍ～約２０ｍｍの粒子径を有する。
【００４５】
いくつかの実施形態において、コンディショニングの前に、液体成分を固体混合物と混合
してよい。いくつかの実施形態において、混合が、液体成分を固体混合物内に噴霧するこ
とにより実施される。いくつかの実施形態において、液体成分が、１５００μｍ以下の粒
子径を有するミストの状態で固体混合物内に噴霧される。いくつかの実施形態において、
液体成分が、約１μｍ～約１５００μｍの粒子径を有するミストの状態で固体混合物内に
噴霧される。いくつかの実施形態において、液体成分が、２０秒間以上の時間にわたり、
固体混合物内に噴霧される。いくつかの実施形態において、液体成分が、約２０秒間～約
６０秒間の時間にわたり、固体混合物内に噴霧される。いくつかの実施形態において、液
体成分が、約３０秒間～約４０秒間の時間にわたり、固体混合物内に噴霧される。
【００４６】
いくつかの実施形態において、液体成分の混合が周囲温度で実施される。いくつかの実施
形態において、液体成分の混合が、脂肪酸成分が融解するのに十分な温度で実施される。
いくつかの実施形態において、混合が室温で実施される。
【００４７】
いくつかの実施形態において、液体成分が水を含む。いくつかの実施形態において、液体



(13) JP 2018-503389 A 2018.2.8

10

20

30

40

50

成分が糖原性前駆体を含む。いくつかの実施形態において、液体成分が、グリセロール、
プロピレングリコール、グリセリン、プロパンジオール、蒸留粕又はモラセスを含む。
【００４８】
いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が、約０．００１質量％～約１０質量
％の界面活性剤成分を含む。いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が、約０
．０１質量％～約５質量％の界面活性剤成分を含む。
【００４９】
いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が、約２％質量～約５０質量％の脂肪
酸成分を含む。いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が、約３質量％～約１
５質量％の脂肪酸成分を含む。いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が、約
１０質量％～約２０質量％の脂肪酸成分を含む。いくつかの実施形態において、反芻動物
飼料混合物が、約１０質量％の脂肪酸成分を含む。
【００５０】
いくつかの実施形態において、固体混合物が、約３質量％～約４０質量％の脂肪酸組成物
を含む。
【００５１】
いくつかの実施形態において、本方法が、糖原性前駆体を反芻動物飼料混合物内に添加す
るステップをさらに含む。
【００５２】
いくつかの実施形態において、固体混合物を調製するステップの前に、飼料材料が、約１
ｍｍ～約１０ｍｍのアベレージ粒子径に粉砕される。
【００５３】
いくつかの実施形態において、コンディショニング時間が、約５秒間～約１０分間である
。いくつかの実施形態において、コンディショニング時間が、約５秒間～約３０分間であ
る。いくつかの実施形態において、コンディショニング時間が、約１５秒間～約３分間で
ある。いくつかの実施形態において、コンディショニング時間が、約３分間～約３０分間
である。いくつかの実施形態において、コンディショニング時間が、約５分間～約３０分
間である。いくつかの実施形態において、コンディショニング温度が、脂肪酸成分が融解
する温度以上である。
【００５４】
いくつかの実施形態において、コンディショニング温度が約４５℃～約６５℃である。い
くつかの実施形態において、コンディショニング温度が、約５５℃～約７５℃である。い
くつかの実施形態において、コンディショニング温度が約５５℃～約７０℃である。いく
つかの実施形態において、コンディショニング温度が、約７３℃～約８０℃である。いく
つかの実施形態において、コンディショニング温度が、約５５℃～約８０℃である。
【００５５】
いくつかの実施形態において、本方法が、反芻動物飼料混合物をペレットにプレスするス
テップをさらに含む。いくつかの実施形態において、プレスするステップの後に、ペレッ
トが、約７０℃以上に達する。いくつかの実施形態において、プレスするステップの後に
、ペレットが、約８１℃以上に達する。
【００５６】
いくつかの実施形態において、本方法が、ペレットを周囲温度に冷却するステップをさら
に含む。
【００５７】
さらなる態様において、本開示は、反芻動物飼料を作製するためのシステムを提供する。
いくつかの実施形態において、本システムが、ミキサー（ここで、ミキサーが固体混合物
を含み、固体混合物が脂肪酸組成物及び少なくとも１つの飼料材料を含み、脂肪酸組成物
が脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む）；スチームコンディショニング容器（ここで、
スチームコンディショニング容器が反芻動物飼料混合物を含み、反芻動物飼料混合物が固
体混合物を含む）；及びペレットプレッサー、エキスパンダー、又はエクストルーダーを
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含む。
【００５８】
いくつかの実施形態において、ミキサーが、パドルミキサー又はリボンミキサーを含む。
【００５９】
いくつかの実施形態において、ペレットプレッサーが、リングダイプレッサー、フラット
ダイプレッサー、又は水平リングダイプレッサーを有する。いくつかの実施形態において
、プレッサーが、約４ｍｍ～約６ｍｍのダイ直径を有する。いくつかの実施形態において
、プレッサーが、約４０ｍｍ～約１２０ｍｍのダイチャネルを有する。
【００６０】
いくつかの実施形態において、本システムが、油添加出口をさらに含み、この油添加出口
がミキサーの内側に存在し、この油添加出口が、油を固体混合物内に添加するように構成
される。
【００６１】
いくつかの実施形態において、本システムが、液体注入出口をさらに含み、この液体注入
出口がミキサーの内側に存在し、この液体注入出口が、液体成分を固体混合物内に噴霧す
るように構成される。
【００６２】
さらなる態様において、本開示は、反芻動物によるミルク産出量、乳脂肪含量、乳タンパ
ク質含量、又はこれら３つの全てを増加させるための方法を提供する。いくつかの実施形
態において、本方法が、反芻動物飼料混合物を、摂取のために反芻動物に提供するステッ
プであって、反芻動物飼料混合物が、本明細書に記載の方法によって作製されるステップ
；及び反芻動物が反芻動物飼料混合物を摂取した後に、反芻動物からミルクを回収するス
テップであって、反芻動物から回収されるミルクが、反芻動物が反芻動物飼料混合物を摂
取する前のミルクと比較して、より高いミルク産出量、より高い乳脂肪含量、又はより高
い乳タンパク質含量又はこれら３つの全て、を有するステップ、を含む。いくつかの実施
形態において、反芻動物が、ウシ、ヤギ、又はヒツジである。
【００６３】
さらなる態様において、本開示が食餌組成物を提供する。いくつかの実施形態において、
食餌組成物が、反芻動物飼料混合物を作製するための実施形態のうち任意の１つを含む方
法によって作製される。いくつかの実施形態において、食餌組成物が、乾燥粒子、ペレッ
ト、懸濁液、ペースト、又はエマルジョンである。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】図１は、脂肪酸組成物の反芻動物飼料混合物及びペレットを調製する例示的な方
法のフロー図である。
【００６５】
【図２Ａ】図２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、及び２Ｄは、反芻動物飼料混合物を調製する代替方法の
フロー図である。
【図２Ｂ】図２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、及び２Ｄは、反芻動物飼料混合物を調製する代替方法の
フロー図である。
【図２Ｃ】図２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、及び２Ｄは、反芻動物飼料混合物を調製する代替方法の
フロー図である。
【図２Ｄ】図２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、及び２Ｄは、反芻動物飼料混合物を調製する代替方法の
フロー図である。
【００６６】
【図３】図３は、反芻動物飼料混合物及びペレットを調製するためのシステムの略図であ
る。
【００６７】
【図４】図４は、リングダイプレッサーのためのリングダイの図式である。
【発明を実施するための形態】
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【００６８】
詳細な説明
本開示は、説明される特定のシステム、装置及び方法に限定されない。なぜなら、これら
は変わってよいからである。明細書において使用される用語は、特定のバージョン又は実
施形態を説明する目的のためだけのものであり、その範囲を限定することは意図されない
。
【００６９】
この文書において使用されるように、単数形「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」は、文脈
上明確に指示されない限り、複数の参照を含む。他に定義されない限り、本明細書で使用
される全ての技術用語及び科学用語は、当業者によって一般に理解されるのと同じ意味を
有する。
【００７０】
特に指示のない限り、パーセントは質量パーセントであり、比率は質量／質量比率である
。
【００７１】
以下の用語は、本出願の目的のために、以下に示すそれぞれの意味を有するものとする。
【００７２】
「反芻動物」は一般に、複数のチャンバーのある胃を備える、ほ乳類の亜目である。この
胃は、セルロース系の食物を、胃の第１のチャンバー（ルーメン）内で軟化することによ
って消化する能力、及び半消化された塊を逆流させる能力を動物に与える。この半消化さ
れた塊は、胃の１又は複数の他のチャンバーにおいて、消化のために反芻動物によって再
び咀嚼される。反芻動物の例としては、畜牛、ヤギ及びヒツジなどの泌乳動物が含まれる
が、これらに限定されない。畜牛は乳牛を含んでよく、この乳牛は一般に、ボス・タウル
ス種の動物である。反芻動物によって生産されるミルクは、様々な酪農系製品に幅広く使
用されている。
【００７３】
本開示は一般には、脂肪酸組成物、反芻動物飼料混合物、それらから作製される食餌組成
物、及び反芻動物のための食餌組成物を作製するための方法に関する。食餌組成物は、反
芻動物の様々な態様、例えばミルク生産又は成長など、を向上するように構成され得る。
例えば、いくつかの実施形態によれば、食餌組成物は、反芻動物によるミルク生産の量（
産出量）を増加させ得る、乳脂肪を増加させ得る、乳タンパク質を増加させ得る、又はこ
れら３つの全てを増加させ得る。本明細書に記載される特定の組成物は、反芻動物飼料混
合物、サプリメント、などを含んでよい。いくつかの実施形態によれば、食餌組成物は、
液体、固体又はそれらの組み合わせを含んでよく、例えば、乾燥粒子、ペレット、懸濁液
、エマルジョン、スラリー、ペースト、ゲルなどを含んでよい。
【００７４】
反芻動物が飼料を消費すると、飼料中の脂肪はルーメンによって改変されて、飼料中の脂
肪のプロファイルとは異なる、乳脂肪プロファイルを提供する。ルーメン中で不活性でな
い脂肪は、飼料摂取量及び飼料材料のルーメン消化率を減少させる可能性がある。ミルク
の組成と脂肪の性質は、反芻動物の食生活によって影響され得る。例えば、油の給餌（例
えば、野菜油の給餌）は、ルーメン機能とミルク形成の両方に悪影響を及ぼす可能性があ
る。油給餌の結果として、乳タンパク質が減少し、乳脂肪が減少し、トランス脂肪酸の割
合が増加し得る。これらの結果は、様々な負のミルク特性と関連している。負のミルク特
性には、例えば、ミルクを消費するときのヒト血液中の、有害な低密度リポタンパク質（
ＬＤＬ）コレステロールの増加及び有益な高密度リポタンパク質（ＨＤＬ）コレステロー
ルの減少がある。加えて、工業的ミルク処理中に乳脂肪の特性が弱くなる可能性がある。
ミルク中の高いレベルのポリ不飽和脂肪酸もまた、味の欠陥及び保存の問題を引き起こす
可能性がある。乳脂肪の典型的な脂肪酸組成は、約７０質量％を超える飽和脂肪酸を含有
する可能性があり、トランス脂肪酸の総量は、約３質量％～約１０質量％である可能性が
ある。野菜油を飼料に添加すると、トランス脂肪酸の割合が約１０質量％を超えて上昇す
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る可能性がある。
【００７５】
油及び脂肪の有害な効果を減少させるための一つの解決策は、ルーメン中での脂肪のバイ
オ水素化を減少させることである。１つの例は、反芻動物に不溶性の脂肪酸カルシウム塩
を与えることであり、それによりルーメンにおける水素化を減少させることができる。し
かしながら、脂肪酸塩は、典型的には、辛味を有する。この辛味は、反芻動物の飼料摂取
量を減少させ得る。加えて、この塩はまた、飼料をペレットに成形するためのある特定の
プロセスを妨害し得る。
【００７６】
脂肪のバイオ水素化は、ルーメン不活性脂肪又は脂肪酸を使用して減少させることができ
る。ルーメン不活性脂肪は、ルーメンバイオ水素化の少ない脂肪又は脂肪酸を指す。いく
つかの例において、ルーメンを通過するとき、ルーメン不活性脂肪又は脂肪酸は、約５０
％、約４０％、４０％、２０％、１０％、５％、２％、又は１％未満のバイオ水素化を受
ける。いくつかの例において、ルーメン不活性脂肪又は脂肪酸は、実質的に変化されずに
、ルーメンを通過し得る。
【００７７】
本明細書に記載される脂肪酸成分は、脂肪酸を飼料から消化管を介して反芻動物の血液循
環に移動させることができる。このことにより、ミルク生産のエネルギー効率及び反芻動
物によるエネルギーの利用を向上させることができる。エネルギーの利用がより有効にな
れば、ミルク生産が増加し、乳タンパク質及び脂肪が上昇し得る。いくつかの実施形態に
よれば、食餌組成物は、乳腺における乳脂肪合成で消費されるエネルギーが減少するよう
に、乳脂肪成分を細胞に届けることによって、乳腺における脂肪合成を強化するように構
成され得る。その結果、グルコースをラクトース生産のためにより効率的に使用すること
ができ、これによりミルク生産が増加する。加えて、グルコースをアミノ酸から生産する
必要がないため、乳タンパク質が増加し得る。したがって、泌乳期間の開始時の体重減少
が少なくなり、これにより反芻動物の生殖能力を向上させることができる。
【００７８】
本明細書に記載される界面活性剤成分は、反芻動物によって消化されたときに、ルーメン
機能を強化し得る。例えば、界面活性剤成分は、ルーメンの液体の乳化、ルーメン微生物
の増殖速度、ルーメンの微生物の数、ルーメンの微生物によって分泌される酵素の活性、
又はセルロース系材料の発酵を増加させる可能性がある。このことによって、ルーメンに
おける粗飼料又は粗繊維の消化率が増加する可能性があり、飼料効率が増加する。いくつ
かの実施形態において、ルーメンの微生物は、微生物プロテアーゼ及びセルラーゼを含み
得るがこれらに限定されない。いくつかの実施形態において、セルロース系材料は、繊維
、サイレージ、及び粗飼料を含み得るがこれらに限定されない。界面活性剤成分はまた、
ルーメン発酵特性を向上させることによって、揮発性脂肪酸の含量及び割合を変化させ、
飼料効率及び性能を強化し得る。
【００７９】
加えて又は代替的に、本明細書に記載される界面活性剤成分は、動物が食餌組成物を消費
するときに、脂肪酸成分、飼料材料又はそれらの任意の部分の消化率を向上し得る。例え
ば、界面活性剤成分又はその任意の部分は、動物の消化管における脂肪酸成分又は飼料材
料のミセル形成を助け、乳化プロセスを強化し、及び／又は脂肪酸成分又は飼料材料の消
化及び／又は吸収を容易にし得る。
【００８０】
加えて又は代替的に、本明細書に記載される界面活性剤成分は、飼料組成物作製プロセス
を容易にし得る。例えば、界面活性剤成分は、飼料材料内への脂肪酸成分の広がり、コー
ティング、混合、又は組み込みを助け得る。いくつかの実施形態において、界面活性剤成
分は、飼料ペレット又は粒子の成形を容易にし得る、ペレットの性質を向上し得る、又は
それらの両方をし得る。
【００８１】
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一つの態様において、本開示は、反芻動物のための食餌組成物を提供する。いくつかの実
施形態において、反芻動物のための食餌組成物が、脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む
脂肪酸組成物及び飼料材料を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、少なく
とも７０質量％のルーメン安定性脂肪酸を含み；界面活性剤成分と脂肪酸成分との質量／
質量比率が、約１：１００～約１：１である。いくつかの実施形態において、食餌組成物
が、約０．５質量％～約４０質量％の脂肪酸組成物であって、脂肪酸組成物が、約５０質
量％～約９９質量％の脂肪酸成分及び約０．０１質量％～約２０質量％の界面活性剤成分
を含む、脂肪酸組成物；及び約５０質量％～約９９質量％の飼料材料を含む。いくつかの
実施形態において、食餌組成物が、約１質量％～約３０質量％の高オレイン酸油をさらに
含む。いくつかの実施形態において、食餌組成物がペレット形状である。いくつかの実施
形態において、食餌組成物が、マッシュ混合物形状である。
【００８２】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が４０℃以上で融解し、脂肪酸成分が４５以
下のヨウ素価を有する。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、脂肪酸成分及び
界面活性剤成分から本質的に成ることができる。いくつかの実施形態において、脂肪酸組
成物が、脂肪酸成分及び界面活性剤成分から成ることができる。いくつかの実施形態にお
いて、脂肪酸組成物が、約７５質量％～約９９．９９質量％の脂肪酸成分；及び約０．０
１質量％～約３０質量％の界面活性剤成分を含むことができる。
【００８３】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が流動性固体形状である。いくつかの実施形
態において、脂肪酸組成物が、プリル化された固体ビーズとして成形される。いくつかの
実施形態において、脂肪酸組成物が、固体フレークとして成形される。いくつかの実施形
態において、脂肪酸組成物が、約４５℃、約５０℃、約６０℃、又は約７０℃以上で融解
する。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、２質量％、１質量％、０．５質量
％、又は０．０１質量％以下の水分レベルを有する。
【００８４】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、約１μｍ～約１０ｍｍの粒子径を有する
粒子を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、約０．５ｍｍ～約２ｍｍの
アベレージ粒子径を有する。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、１０ｍｍ以
下の粒子径を有する粒子を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、約１０
μｍ～約２ｍｍの粒子径を有する粒子を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成
物が、約０．５ｍｍ、１ｍｍ又は２ｍｍのアベレージ粒子径を有する粒子を含む。いくつ
かの実施形態において、脂肪酸組成物が、約０．５ｍｍ、１ｍｍ、又は２ｍｍの平均粒子
径を有する粒子を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、約０．５ｍｍ～
約２ｍｍの平均粒子径を有する。
【００８５】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、約１：１００～約１：１、又は約１：２
０～約１：１、又は約１：１０～約１：２、又は約１：１０～約１：３、又は約１：２０
～約１：５、又は約１：２０～約１：２の、界面活性剤成分と脂肪酸成分との質量／質量
比率を有することができる。
【００８６】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、２０質量％以下の界面活性剤成分を含む
ことができる。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、１０質量％以下の界面活
性剤成分、又は１５質量％以下の界面活性剤成分、又は２５質量％以下の界面活性剤成分
、又は約０．０１質量％～約３０質量％の界面活性剤成分を含むことができる。
【００８７】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、栄養剤又はキャリア、例えば多孔性キャ
リア材料など、をさらに含むことができる。
【００８８】
いくつかの実施形態において、多孔性キャリア材料が、タンパク質、穀物、粗飼料、又は
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金属有機構造体を含むことができる。
【００８９】
いくつかの実施形態において、栄養剤が、抗酸化剤、生物活性剤、香味剤、着色剤、糖原
性前駆体、ビタミン、ミネラル、アミノ酸、微量元素、又はそれらの誘導体を含むことが
できる。
【００９０】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物に添加される抗酸化剤が、エトキシキン（１
，２－ジヒドロ－６－エトキシ－２，２，４－トリメチルキノリン）、ＢＨＡ（ブチル化
ヒドロキシアニソール）、ＢＨＴ（ブチル化ヒドロキシトルエン）、アスコルビン酸、パ
ルミチン酸アスコルビル、安息香酸、アスコルビン酸カルシウム、プロピオン酸カルシウ
ム、ソルビン酸カルシウム、クエン酸、ジラウリルチオジプロピオネート、ジステアリル
チオジプロピオネート、エリソルビン酸、ギ酸、メチルパラベン、亜硫酸水素カリウム、
メタ重亜硫酸カリウム、ソルビン酸カリウム、プロピオン酸、没食子酸プロピル、プロピ
ルパラベン、グアヤク脂（ｒｅｓｉｎ　ｇｕａｉａｅ）、アスコルビン酸ナトリウム、安
息香酸ナトリウム、亜硫酸水素ナトリウム、メタ重亜硫酸ナトリウム、亜硝酸ナトリウム
、プロピオン酸ナトリウム、ソルビン酸ナトリウム、亜硫酸ナトリウム、ソルビン酸、塩
化第一スズ、二酸化硫黄、ＴＨＢＰ（トリヒドロキシ－ブチロフェノン）、ＴＢＨＱ（第
３級－ブチルヒドロキノン）、チオジピン酸、トコフェロール、ポリフェノール、カロテ
ノイド、フラボノイド、フラボン、キノン、又はそれらの誘導体を含むことができる。
【００９１】
いくつかの実施形態において、生物活性剤が、プレバイオティクス剤、プロバイオティク
ス剤、抗微生物剤又はそれらの組み合わせを含むことができる。プレバイオティクス剤が
、フラクトオリゴ糖、イヌリン、ガラクトオリゴ糖、マンナンオリゴ糖、酵母、酵母の成
分、酵母エキス、又はそれらの組み合わせを含む。プロバイオティクス剤が、乳酸生産細
菌、生酵母細胞、酵母培養物、プロテアーゼ及びアミラーゼなどの酵素を含むがこれらに
限定されない。抗微生物剤が、モネンシン、バンベルマイシン、ラサロシド、サリノマイ
シン、セスキテルペン、テルペン、アルカロイド、精油、又はそれらの誘導体を含むがこ
れらに限定されない
【００９２】
いくつかの実施形態において、糖原性前駆体が、グリセロール、プロピレングリコール、
プロパンジオール、ポリオール、又はプロピオン酸カルシウム若しくはプロピオン酸ナト
リウムを含むことができる。
【００９３】
いくつかの実施形態において、ビタミンが、ビオチン、ビタミンＡ、ビタミンＣ、ビタミ
ンＤ、ビタミンＥ、ビタミンＨ、ビタミンＫ、ビタミンＢ１、ビタミンＢ２、ビタミンＢ

３、ビタミンＢ５、ビタミンＢ６、ビタミンＢ７、ビタミンＢ９、ビタミンＢ１２、ビタ
ミンＢｐ、又はそれらの誘導体を含むことができる。
【００９４】
いくつかの実施形態において、ミネラルが、カルシウム、ナトリウム、マグネシウム、リ
ン、カリウム、マンガン、亜鉛、セレン、銅、ヨウ素、鉄、コバルト、又はモリブデンの
誘導体を含むことができる。脂肪酸組成物のいくつかの実施形態において、ミネラルが、
アミノ酸キレート化若しくはグリシン化ミネラル又はセレン酵母である。脂肪酸組成物の
いくつかの実施形態において、ミネラルが有機ミネラル誘導体である。
【００９５】
アミノ酸が、任意の天然、合成、一般的、非一般的、必須又は非必須アミノ酸又はその前
駆体又はその誘導体であってよい。いくつかの実施形態において、アミノ酸が、カルニチ
ン、ヒスチジン、アラニン、イソロイシン、アルギニン、ロイシン、アスパラギン、リシ
ン、アスパラギン酸、メチオニン、システイン、フェニルアラニン、グルタミン酸、スレ
オニン、グルタミン、トリプトファン、グリシン、バリン、オルニチン、プロリン、セレ
ノシステイン、セレノメチオニン、セリン、チロシン、又はそれらの誘導体を含むことが
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できる。
【００９６】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、非イオン乳化剤又はイオン乳化剤を含
むことができる。いくつかの実施形態において、乳化剤が、約５～約２５の親水親油バラ
ンス（ＨＬＢ）値を有することができる。いくつかの実施形態において、乳化剤が、約１
０～約２０の親水親油バランス（ＨＬＢ）値を有することができる。いくつかの実施形態
において、乳化剤が、約１５の親水親油バランス（ＨＬＢ）値を有することができる。い
くつかの実施形態において、乳化剤が、約２０、１５、８、７、４、又は１以下の親水親
油バランス（ＨＬＢ）値を有することができる。いくつかの実施形態において、ＨＬＢ値
が、界面活性剤成分の親水性又は親油性の程度の指標を提供する。ＨＬＢ値は、界面活性
剤分子のある特定の領域に値を割り当てることによって、公式により決定することができ
る。ＨＬＢ値は、例えば、グリフィン法を含むいくつかの周知の方法のうちの１つによっ
て決定することができる。
【００９７】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、レシチン、大豆レシチン、セファリン
、ヒマシ油エトキシレート、ソルビタンモノオレアート、タローエトキシレート、ラウリ
ン酸、ポリエチレングリコール、又はそれらの誘導体を含むことができる。
【００９８】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、カルシウムステアロイルジラクテート
、グリセロールエステル、ポリグリセロールエステル、ソルビタンエステル、ポリソルビ
タンエステル、ポリエチレングリコールエステル、糖エステル、モノ－、ジ－又はトリグ
リセリド、アセチル化モノグリセリド、乳酸化モノグリセリド、又はそれらの誘導体を含
むことができる。
【００９９】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、ポリオキシエチレンステアレート、ポ
リソルベート、ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレート、ポリオキシエチレンソル
ビタンモノオレアート、ポリオキシエチレンソルビタンモノパルミテート、ポリオキシエ
チレンソルビタンモノステアレート、ポリオキシエチレンソルビタントリステアレート、
アンモニウムホスファチド、脂肪酸のナトリウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩、脂
肪酸のマグネシウム塩、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリド、脂肪酸のモノグリセ
リド及びジグリセリドの酢酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの乳酸
エステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドのクエン酸エステル、脂肪酸のモノ
グリセリド及びジグリセリドのモノアセチル酒石酸エステル及びジアセチル酒石酸エステ
ル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドの酢酸エステル、脂肪酸のモノグリセリド
及びジグリセリドの酒石酸エステル、脂肪酸のスクロースエステル、スクログリセリド、
脂肪酸のポリグリセロールエステル、ポリグリセロールポリリシノレエート、脂肪酸のプ
ロパン－１，２－ジオールエステル、脂肪酸のモノグリセリド及びジグリセリドと相互作
用した熱酸化大豆油、ナトリウムステアロイル－２－ラクチラート、カルシウムステアロ
イル－２－ラクチラート、ソルビタンモノステアレート、ソルビタントリステアレート、
ソルビタンモノラウレート、ソルビタンモノオレアート、ソルビタンモノパルミテート、
ポリソルベート２０、ポリソルベート４０、ポリソルベート６０、ポリソルベート８０、
パルミチン酸ポリソルビタン、ステアリン酸ポリソルビタン、オレイン酸ポリソルビタン
、又はそれらの誘導体を含むことができる。いくつかの実施形態において、脂肪酸のナト
リウム塩又はカリウム塩又はカルシウム塩が、蒸留パーム脂肪酸のナトリウム塩又はカリ
ウム塩又はカルシウム塩を含む。
【０１００】
いくつかの実施形態において、界面活性剤成分が、オレイン酸由来の界面活性剤を含む。
オレイン酸由来の界面活性剤は、オレイン酸エステル由来の非イオン界面活性剤又はオレ
イン酸由来のイオン界面活性剤であってよい。いくつかの実施形態において、界面活性剤
成分が、オレイン酸ナトリウム、オレイン酸カリウム、オレイン酸カルシウム、オレイン
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酸アンモニウム、オレイン酸ソルビタン、ソルビタンモノ－、ジ－、又はトリオレアート
、オレイン酸ポリソルベート、オレイン酸グリセリル、オレイン酸メチル、オレイン酸エ
チル、オレイン酸ＰＥＧ、オレイン酸トリエタノールアミン（オレイン酸ＴＥＡ）、又は
それらの組み合わせを含む。
【０１０１】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、５５℃、６０℃、６５℃、又は７０℃以上
で融解する。
【０１０２】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分がルーメン安定性脂肪酸を含む。ルーメン安定
性脂肪酸が、遊離脂肪酸又は遊離脂肪酸のエステルであってよい。いくつかの実施形態に
おいて、脂肪酸成分が、約７０質量％、８０質量％、８５質量％、９０質量％、９５質量
％、９８質量％、又は９９質量％以上のルーメン安定性脂肪酸を含んでよい。いくつかの
実施形態において、脂肪酸成分が、約７０質量％、８０質量％、８５質量％、９０質量％
、９５質量％、９８質量％、又は９９質量％以上の遊離脂肪酸を含んでよい。いくつかの
実施形態において、脂肪酸成分が、遊離脂肪酸、脂肪酸エステル、脂肪酸塩、又はそれら
の組み合わせを含んでよい。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約７０質量％
、８０質量％、８５質量％、９０質量％、９５質量％、９８質量％、又は９９質量％の遊
離脂肪酸を含んでよい。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、少なくとも約８０
質量％の遊離脂肪酸を含む。
【０１０３】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分がパルミチン酸化合物を含む。パルミチン酸化
合物は本開示によって限定されず、共役パルミチン酸、非共役パルミチン酸、遊離パルミ
チン酸、パルミチン酸トリグリセリド、パルミチン酸ナトリウム、パルミチン酸カルシウ
ム、パルミチン酸マグネシウム、パルミチン酸アンモニウム、及びパルミチン酸誘導体の
うち１又は複数を含み得る。パルミチン酸は、ヘキサデカン酸としても知られ、ＣＨ３（
ＣＨ２）１４ＣＯ２Ｈの分子式を有する。パルミチン酸誘導体の非限定的な例としては、
パルミチン酸エステル、パルミチン酸アミド、パルミチン酸塩、パルミチン酸カーボネー
ト、パルミチン酸カルバメート、パルミチン酸イミド、及びパルミチン酸無水物が含まれ
る。
【０１０４】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、少なくとも７０質量％のパルミチン酸化合
物を含むことができる。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、少なくとも９５質
量％のパルミチン酸化合物を含むことができる。
【０１０５】
いくつかの実施形態において、パルミチン酸化合物が、遊離パルミチン酸、パルミチン酸
トリグリセリド、又はパルミチン酸の１又は複数の塩を含むことができる。いくつかの実
施形態において、パルミチン酸の塩が、パルミチン酸ナトリウム、パルミチン酸カルシウ
ム、パルミチン酸マグネシウム、パルミチン酸アンモニウム、パルミチン酸亜鉛、パルミ
チン酸アルミニウム、パルミチン酸銅、パルミチン酸鉄、パルミチン酸クロム、パルミチ
ン酸セレン、又はそれらの組み合わせを含むことができる。いくつかの実施形態において
、脂肪酸成分が、少なくとも９０質量％の遊離パルミチン酸を含む。脂肪酸組成物のいく
つかの実施形態において、脂肪酸成分が、少なくとも９５質量％、９８質量％又は９９質
量％の遊離パルミチン酸を含むことができる。
【０１０６】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分がステアリン酸化合物を含む。いくつかの実施
形態において、ステアリン酸化合物が、遊離ステアリン酸、ステアリン酸トリグリセリド
、ステアリン酸ナトリウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、ステ
アリン酸アンモニウム、共役ステアリン酸、非共役ステアリン酸、及びステアリン酸誘導
体を含むことができる。ステアリン酸は、オクタデカン酸としても知られ、ＣＨ３（ＣＨ

２）１６ＣＯ２Ｈの分子式を有する。ステアリン酸誘導体の特定の例としては、ステアリ
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ン酸エステル、ステアリン酸アミド、ステアリン酸塩、ステアリン酸カーボネート、ステ
アリン酸カルバメート、ステアリン酸イミド、及びステアリン酸無水物が含まれ得る。
【０１０７】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、パルミチン酸化合物及びステアリン酸化合
物から本質的に成ることができる。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、パルミ
チン酸化合物及びステアリン酸化合物を含むことができる。いくつかの実施形態において
、脂肪酸成分が、質量／質量比率が約１０：１～約１：１０の、質量／質量比率が約６：
４～約４：６の、又は質量／質量比率が約８：２～約２：８の、遊離パルミチン酸及び遊
離ステアリン酸から本質的に成ることができる。
【０１０８】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分がオレイン酸化合物を含む。いくつかの実施形
態において、オレイン酸化合物が、遊離オレイン酸、オレイン酸エステル、オレイン酸の
モノ－、ジ－又はトリグリセリド、高オレイン酸油、又はそれらの組み合わせを含む。い
くつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１質量％～約５０質量％のオレイン酸化合
物を含む。いくつかの実施形態において、高オレイン酸油がナタネ油を含む。いくつかの
実施形態において、高オレイン酸油がオリーブ油を含む。
【０１０９】
いくつかの実施形態において、高オレイン酸油が、３５質量％以上のオレイン酸含量を有
する。いくつかの実施形態において、高オレイン酸油が、４０質量％以上のオレイン酸含
量を有する。いくつかの実施形態において、高オレイン酸油が、５０質量％又は６０質量
％、又は７０質量％以上のオレイン酸含量を有する。ある実施形態において、脂肪酸成分
が、約１質量％～約５０質量％の高オレイン酸油を含む。ある実施形態において、脂肪酸
成分が、約１質量％～約３０質量％の高オレイン酸油を含む。いくつかの実施形態におい
て、脂肪酸成分が、約１質量％～約５０質量％のオレイン酸化合物を含む。
【０１１０】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が油を含む。この油は、植物系又は動物脂肪系
であってよい。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１質量％～約５０質量％
の油を含む。
【０１１１】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、オリーブ油、ペカン油、ナタネ油、ピーナ
ッツ油、マカダミア油、ヒマワリ油、トウモロコシ油、綿実油、亜麻仁油、パーム油、ダ
イズ油、ブドウ種子油、シーバックソーン油、鶏脂、シチメンチョウ脂、ラード、又はそ
れらの組み合わせを含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１質量％～約
４０質量％のナタネ油を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、遊離パルミ
チン酸及びナタネ油を、約５０：１～約１：１の質量／質量比率で含む。
【０１１２】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、脂肪酸塩、脂肪酸エステル、脂肪酸アミド
、脂肪酸無水物、又は脂肪酸アルコールを含んでよい。いくつかの実施形態において、脂
肪酸成分が、１又は複数の遊離脂肪酸及び／又は糖脂質を含んでよい。
【０１１３】
いくつかの実施形態において、脂肪酸塩は、任意の酸付加塩であってよく、この酸付加塩
としては、以下のものが含まれるが、これらに限定されない：ハロゲン酸塩、例えば、臭
化水素酸塩、塩化水素酸塩、フッ化水素酸塩、及びヨウ化水素酸塩など；無機酸塩、例え
ば、硝酸塩、過塩素酸塩、硫酸塩、及びリン酸塩など；有機酸塩、例えば、スルホン酸塩
（メタンスルホン酸塩、トリフルオロメタンスルホン酸塩、エタンスルホン酸塩、ベンゼ
ンスルホン酸塩、又はｐ－トルエンスルホン酸塩）、酢酸塩、リンゴ酸塩、フマル酸塩、
コハク酸塩、クエン酸塩、安息香酸塩、グルコン酸塩、乳酸塩、マンデル酸塩、ムチン酸
塩、パモ酸塩、パントテン酸塩、シュウ酸塩、及びマレイン酸塩など；及びアミノ酸塩、
例えばアスパラギン酸塩又はグルタミン酸塩など。酸付加塩は、一酸付加塩又は二酸付加
塩、例えば、二ハロゲン化水素酸塩、二硫酸塩、二リン酸塩、又は二有機酸塩などであっ
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てよい。全ての場合において、酸付加塩はアキラル試薬として使用される。このアキラル
試薬は、本開示の生産物の特定の光学的異性体との相互作用又は本開示の生産物の特定の
光学的異性体の沈殿についての、任意の予想される又は既知の選好に基いて選択されるも
のではない。
【０１１４】
いくつかの実施形態において、脂肪酸エステルは、例えば、ＲＣＯＯＲ'の形の脂肪酸エ
ステルを含む。Ｒは、任意の飽和又は不飽和アルキル基であってよく、これには、Ｃ１０
、Ｃ１２、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ１８、Ｃ２０、及びＣ２４が含まれるがこれらに限定され
ない。Ｒ'は、約１～約１０００の炭素原子を有し、ヘテロ原子を有する又は有しない、
任意の基であってよい。いくつかの実施形態において、Ｒ'は、約１～約２０、約３～約
１０、及び約５～約１５の炭素原子を有してよい。ヘテロ原子は、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｐ、Ｓｅ
、ハロゲン、Ｓｉ、及びＢを含んでよいが、これらに限定されない。例えば、Ｒ'は、Ｃ

１－６アルキル、例えばメチル、エチル又はｔ－ブチルなど；Ｃ１－６アルコキシＣ１－

６アルキル；ヘテロシクリル、例えばテトラヒドロフラニルなど；Ｃ６－１０アリールオ
キシＣ１－６アルキル、例えばベンジルオキシメチル（ＢＯＭ）など；シリル、例えばト
リメチルシリル、ｔ－ブチルジメチルシリル及びｔ－ブチルジフェニルシリルなど；シン
ナミル；アリル；ハロゲン、シリル、シアノ又はＣ１－６アリール（ここで、このアリー
ル環は、非置換であるか、又はＣ１－７アルキル、Ｃ１－７アルコキシ、ハロゲン、ニト
ロ、シアノ及びＣＦ３からなる群より選択される１、２又は３の残基によって置換されて
いる）によって一、二又は三置換されたＣ１－６アルキル；又は９－フルオレニルによっ
て置換されたＣ１－２アルキルであってよい。
【０１１５】
いくつかの実施形態において、脂肪酸アミドは一般に、脂肪酸がアミド基に結合している
脂肪酸のアミドを含んでよい。例えば、脂肪酸アミドは、ＲＣＯＮＲ'Ｒ''の式を有して
よい。Ｒは、任意の飽和又は不飽和アルキル基であってよく、これには、Ｃ１０、Ｃ１２
、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ１８、Ｃ２０、及びＣ２４が含まれるがこれらに限定されない。Ｒ
'及びＲ''は、約１～約１０００の炭素原子を有し、ヘテロ原子を有する又は有しない、
任意の基であってよい。いくつかの実施形態において、Ｒ'は、約１～約２０、約３～約
１０、及び約５～約１５の炭素原子を有してよい。ヘテロ原子は、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｐ、Ｓｅ
、ハロゲン、Ｓｉ、及びＢを含んでよいがこれらに限定されない。例えば、Ｒ'及びＲ''
はそれぞれ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、アラルキル、シクロアルキ
ル、ハロゲン化アルキル、又はヘテロシクロアルキル基であってよい。
【０１１６】
いくつかの実施形態において、脂肪酸無水物は一般に、脂肪酸とカルボン酸との縮合から
生じる化合物を指し得る。脂肪酸無水物を形成するのに使用することができるカルボン酸
の例示的な例としては、酢酸、プロピオン酸、安息香酸などが含まれる。
【０１１７】
いくつかの実施形態において、脂肪酸アルコールは、３－３０の炭素原子を有する直鎖又
は分岐の飽和ラジカル基、及び１又は複数のヒドロキシ基を有する脂肪酸を指す。このア
ルコール成分のアルキル部分は、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、イソ－プロピ
ル、イソ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、などが可能である。当業者は、
他のアルコール基もまた本開示において有用であり得ることを理解するだろう。
【０１１８】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１質量％、０．５質量％、０．０１質量
％以下の水分レベルを有することができる。
【０１１９】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、４５質量％以下の、又は２５質量％以下の
、又は１５質量％以下の、又は２質量％以下の不けん化物を含むことができる。いくつか
の実施形態において、脂肪酸成分が、３０質量％、２０質量％、１０質量％、５質量％、
又は２質量％以下の不けん化物を含む。
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【０１２０】
いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、４５、３０、２５、１５、５、又は１以下
のヨウ素価を有することができる。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が、約１～
約３０のヨウ素価を有することができる。文献において、ヨウ素価は時折、ヨウ素数とも
呼ばれる。ヨウ素価は、化学物質の不飽和の尺度を提供する。したがって、脂肪酸成分は
、いくつかの不飽和脂肪酸化合物を含み得る。ヨウ素価は、脂肪酸成分によって所与の時
間内に吸収されるヨウ素の尺度である。例えば、ヨウ素価は、１００グラムの脂肪酸成分
によって消費されるヨウ素のグラム数を表すことができる。ヨウ素価が低いほど、不飽和
度は低い。ヨウ素価を決定する周知の方法は、Ｗｉｊｓ法である。しかしながら、本開示
は、ヨウ素価を決定する任意の１つの特定の方法を使用することに限定されない。不飽和
度を決定する他の方法が、ヨウ素又は別のハロゲンの使用を伴わないことも可能である。
それ故に、「ヨウ素価」が不飽和度を表し、この不飽和度はどのような方法によって測定
されるものであってもよいこと、及び「ヨウ素価」がヨウ素法にもっぱら限定されるもの
として解釈されるべきものではないことが、本明細書において意図される。
【０１２１】
図１は、本明細書に記載される脂肪酸組成物で反芻動物飼料混合物を調製する方法の１つ
の実施形態のフロー図を示す。本明細書に記載される実施形態にしたがって調製される反
芻動物飼料混合物は、より安定性であり且つ反芻動物によってより消化されやすいもので
あることができ、そのためにミルク生産、乳脂肪、乳タンパク質、又はこれら３つの全て
が向上する。このようにして、反芻動物は、反芻動物飼料混合物を摂取して、ミルク生産
及び／又は乳脂肪又は乳タンパク質を向上させることができる。図１に関して記載される
成分は一般に、任意の順序で混ぜ合わせてよく、より多くの又は少ない成分を含んでよく
、記載の順序に限定されない。本明細書においてより詳細に説明されるように、様々な実
施形態において、反芻動物によって消費されたときに、食餌組成物が、反芻動物によって
生産されるミルクの特定の性質、及び反芻動物によって生産されるミルクの量を最大化す
るように、食餌組成物を処方してよい。
【０１２２】
いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物を調製する方法が、脂肪酸組成物を少
なくとも１つの飼料材料と混ぜ合わせることにより、固体混合物を調製するステップであ
って、ここで脂肪酸組成物が、脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む、ステップ；及び固
体混合物を、コンディショニング温度で、コンディショニング時間の間コンディショニン
グして、反芻動物飼料混合物を提供するステップを含む。
【０１２３】
ブロック１０２を参照すると、反芻動物飼料混合物を作製する方法が、ブロック１１６の
脂肪酸組成物をブロック１１４の飼料材料と混ぜ合わせることにより、固体混合物を調製
するステップを含む。飼料材料に応じて、脂肪酸組成物と混ぜ合わせる前に、飼料材料を
粉砕してよい。代替的に、脂肪酸組成物を飼料材料と混ぜ合わせ、結果として得られる混
合物を粉砕してよい。ブロック１１６の脂肪酸組成物が、脂肪酸成分及び界面活性剤成分
を含む。脂肪酸組成物の多くの実施形態はどれでも、ブロック１１６において使用してよ
い。いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物が、プリル化された固体ビーズ形状又は
固体フレーク形状である。
【０１２４】
脂肪酸組成物及び飼料材料は、ミキサー、例えば従来のバッチミキサーなどにおいて混ぜ
合わせてよい（ブロック１０４）。反芻動物食餌組成物のいくつかの実施形態において、
ブロック１０４において生産される反芻動物飼料混合物をこの時点で使用してよい。しか
しながら、反芻動物飼料混合物がペレットにされる場合、本方法は、ブロック１０６、１
０８、及び１１０をさらに含んでよい。
【０１２５】
ブロック１０６を参照すると、ブロック１０２において調製されブロック１０４において
混合された固体混合物を、コンディショニング温度でコンディショニング時間にわたりス
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チームコンディショニングして、反芻動物飼料混合物を提供してよい。いくつかの実施形
態において、固体混合物をコンディショニングするステップ（ブロック１０６）の前に、
高オレイン酸油を固体混合物内に添加してよい。いくつかの実施形態において、高オレイ
ン酸油を反芻動物飼料混合物材料内に添加してよい。いくつかの実施形態において、本方
法が、固体混合物をコンディショニングするステップの前に、高オレイン酸油を固体混合
物内に添加するステップをさらに含む。いくつかの実施形態において、本方法が、高オレ
イン酸油を反芻動物飼料材料内に添加するステップをさらに含む。
【０１２６】
ブロック１０６の後に、いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物をペレットに
プレスすることができる（ブロック１０８）。いくつかの実施形態において、ペレット化
をエクストルーダーにより行うことができ、このエクストルーダーは、ダイを通してコン
ディショニングされた反芻動物飼料混合物を押し出す。いくつかの実施形態において、ペ
レットの形状は円筒状であることができる。しかしながら、ペレットの形状は限定されず
、ペレットは所望の任意の形状に成形することができる。エクストルーダーにおける条件
は、ペレットにプレスするステップの後に、ペレット温度が約７８℃以上であるように、
例えばジャケットの冷却又は加熱によって、制御してよい。いくつかの実施形態において
、ペレットにプレスするステップの後に、ペレット温度が約８１℃以上である。いくつか
の実施形態において、ペレットにプレスするステップの後に、ペレット温度が約７０℃以
上である。
【０１２７】
ブロック１０８の後に、いくつかの実施形態において、ブロック１１０においてペレット
を周囲温度に冷却することができる。ペレットは、周囲条件に暴露すると、自然に冷える
ことができる。あるいは、空気をペレットに吹き付けて冷却を助けることができる。
【０１２８】
ブロック１１４を参照すると、いくつかの実施形態において、ブロック１０２における固
体混合物を調製するステップにおいて、飼料材料を使用する前に、飼料材料を粉砕するこ
とができる。いくつかの実施形態において、飼料材料が、約１ｍｍ～約１０ｍｍのアベレ
ージ粒子径を有することができる。いくつかの実施形態において、飼料材料が、約１０μ
ｍ～約１０ｍｍのアベレージ粒子径を有することができる。いくつかの実施形態において
、飼料材料が、１０ｍｍ以下のアベレージ粒子径を有することができる。
【０１２９】
いくつかの実施形態において、飼料材料が、粗飼料、かいば、サイレージ、穀物、又は油
種子ミールを含むことができる。いくつかの実施形態において、飼料材料が、多糖、オリ
ゴ糖、セルロース、ヘミセルロース、リグノセルロース、糖又はデンプンを含むことがで
きる。いくつかの実施形態において、飼料材料が木に由来することができる。いくつかの
実施形態において、飼料材料が、サトウダイコンパルプ、サトウキビ、モラセス、小麦ふ
すま、オート麦殻、穀物殻、ダイズ殻、ピーナッツ殻、醸造所副生産物、酵母誘導体、草
、干し草、種子、果物の皮、果物パルプ、豆類、植物系飼料原料、小麦、トウモロコシ、
オート麦、ソルガム、キビ、藻類、又は大麦を含むことができる。いくつかの実施形態に
おいて、飼料材料が、大豆ミール、豆ミール、ナタネミール、ヒマワリミール、ココナツ
ミール、パーム核ミール、オリーブミール、亜麻仁ミール、ブドウ種子ミール、綿実ミー
ル、又はそれらの混合物を含むことができる。
【０１３０】
いくつかの実施形態において、飼料材料が、糖原性前駆体、ビタミン、ミネラル、アミノ
酸、又はアミノ酸誘導体を含むことができる。
【０１３１】
いくつかの実施形態において、糖原性前駆体が、グリセロール、プロピレングリコール、
グリセリン、プロパンジオール、プロピオン酸カルシウム若しくはプロピオン酸ナトリウ
ム、ポリオール、プロピオン酸、オクタン酸、水蒸気爆砕おがくず、水蒸気爆砕木材チッ
プ、水蒸気爆砕麦かん、藻類、藻類ミール、微細藻類、又はそれらの組み合わせを含むこ
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とができる。いくつかの実施形態において、糖原性前駆体が、一般に、反芻動物飼料混合
物に含まれて、エネルギー源を反芻動物に提供してよい。これにより、反芻動物の体内で
糖新生が起こることが防止される。
【０１３２】
ブロック１０２を参照すると、いくつかの実施形態において、固体混合物が、１２質量％
以下の水分レベルを有することができる。いくつかの実施形態において、固体混合物が、
１０質量％以下の水分レベルを有することができる。いくつかの実施形態において、固体
混合物が、約１質量％～約１０質量％の水分レベルを有することができる。いくつかの実
施形態において、固体混合物が、約０．１質量％～約１０質量％の水分レベルを有するこ
とができる。いくつかの実施形態において、固体混合物が、２０ｍｍ以下の粒子径を有す
る粒子を含むことができる。いくつかの実施形態において、固体混合物が、約１０μｍ～
約１０ｍｍの粒子径を有する粒子を含むことができる。いくつかの実施形態において、固
体混合物が、約１０μｍ～約２０ｍｍの粒子径を有する。いくつかの実施形態において、
固体混合物が、約３質量％～約４０質量％の脂肪酸組成物を含む。
【０１３３】
ブロック１１２を参照すると、固体混合物のコンディショニングの前に、ブロック１０４
において、液体成分を固体混合物と混合することができる。いくつかの実施形態において
、液体と固体の混合は、液体成分を固体混合物内に噴霧することにより実施することがで
きる。液体成分は、ある特定の圧力で、噴霧ノズルを通して、固体混合物を含む混合容器
にポンプで送ることができる。いくつかの実施形態において、液体成分は、１５００μｍ
以下の粒子径を有するミストの状態で固体混合物内に噴霧することができる。いくつかの
実施形態において、液体成分は、約１μｍ～約１５００μｍの粒子径を有するミストの状
態で固体混合物内に噴霧することができる。
【０１３４】
いくつかの実施形態において、ミスト小滴は、約１μｍ、約２μｍ、約５μｍ、約１０μ
ｍ、約２０μｍ、約２５μｍ、約５０μｍ、約６０μｍ、約８０μｍ、約１００μｍ、約
５００μｍ、約１０００μｍ、及び約１５００μｍの平均直径を有してよい。いくつかの
実施形態において、流体小滴は、約１μｍ～約２μｍ、約１μｍ～約５μｍ、約１μｍ～
約１０μｍ、約１０μｍ～約２０μｍ、約１０μｍ～約５０μｍ、約２０μｍ～約６０μ
ｍ、約２５μｍ～約８０μｍ、約１μｍ～約１００μｍ、約１０μｍ～約１００μｍ、約
５０μｍ～約１００μｍ、約２５μｍ～約１００μｍ、約１μｍ～約２００μｍ、約５０
μｍ～約２００μｍ、約１μｍ～約５００μｍ、約５０μｍ～約５００μｍ、約１００μ
ｍ～約５００μｍ、約１μｍ～約１０００μｍ、約１００μｍ～約１０００μｍ、約５０
０μｍ～約１０００μｍ、約１μｍ～約１５００μｍ、約５００μｍ～約１５００μｍ、
約１０００μｍ～約１５００μｍ及びこれらの値のうちの任意のものの間の任意の範囲（
終点を含む）の平均直径を有してよい。
【０１３５】
いくつかの実施形態において、液体成分は、２０秒間以上の時間にわたり、固体混合物内
に噴霧することができる。いくつかの実施形態において、液体成分は、約２０秒間～約６
０秒間の時間にわたり、固体混合物内に噴霧することができる。いくつかの実施形態にお
いて、液体成分は、約３０秒間～約４０秒間の時間にわたり、固体混合物内に噴霧するこ
とができる。
【０１３６】
いくつかの実施形態において、液体成分が、水、又は糖原性前駆体、又はそれらの両方を
含むことができる。いくつかの実施形態において、液体が高オレイン酸油であるか、又は
液体が高オレイン酸油を含み、この高オレイン酸油が、固体混合物をコンディショニング
するステップの前に、固体混合物内に添加される。いくつかの実施形態において、糖原性
前駆体が、グリセロール、プロピレングリコール、グリセリン、プロパンジオール、ポリ
オール、蒸留粕又はモラセスを含むことができる。いくつかの実施形態において、液体成
分が、グリセロール、プロピレングリコール、グリセリン、プロパンジオール、ポリオー
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ル、蒸留粕又はモラセスを含むことができる。
【０１３７】
ブロック１０４を参照すると、いくつかの実施形態において、混合を周囲温度で実施する
ことができる。いくつかの実施形態において、混合を脂肪酸成分が融解するのに十分な温
度で実施することができる。いくつかの実施形態において、混合を室温で実施することが
できる。脂肪酸成分が融解する温度以上の温度で反芻動物飼料混合物を調製することによ
って、脂肪酸成分はゆっくりと融解し、界面活性剤成分の助けにより飼料材料の表面に均
一に広がることができる。いくつかの実施形態において、固体混合物を、室温で又はほぼ
室温で（例えば、約２０℃）調製し、それに続いて、脂肪酸成分が融解する温度以上の温
度に加熱してよい。
【０１３８】
ブロック１０６を参照すると、いくつかの実施形態において、コンディショニングされた
反芻動物飼料混合物が、界面活性剤成分を、約０．００１質量％～約１０質量％の量で含
むことができる。いくつかの実施形態において、コンディショニングされた反芻動物飼料
混合物が、界面活性剤成分を、約０．０１質量％～約５質量％の量で含むことができる。
いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が、脂肪酸成分を、約２質量％～約５
０質量％の量で含むことができる。いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が
、脂肪酸成分を、約３質量％～約１５質量％の量で含むことができる。いくつかの実施形
態において、反芻動物飼料混合物が、脂肪酸成分を、約１０質量％～約２０質量％の量で
含むことができる。いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が、脂肪酸成分を
、約１０質量％の量で含むことができる。いくつかの実施形態において、ブロック１０６
の前、最中、又は後に、糖原性前駆体を反芻動物飼料混合物内に添加することができる。
いくつかの実施形態において、本方法が、糖原性前駆体を反芻動物飼料混合物内に添加す
るステップをさらに含む。
【０１３９】
いくつかの実施形態において、スチームを媒体として使用して、スチームと固体混合物を
直接接触させることによって固体混合物をコンディショニングすることができる。いくつ
かの実施形態において、コンディショニング時間が、約５秒間～約１０分間である。いく
つかの実施形態において、固体混合物のコンディショニング時間が、約５秒間～約３０分
間である。いくつかの実施形態において、固体混合物のコンディショニング時間が、約１
５秒間～約３０分間である。いくつかの実施形態において、固体混合物のコンディショニ
ング時間が、約３分間～約２０分間である。いくつかの実施形態において、コンディショ
ニング時間が、約３分間～約３０分間である。いくつかの実施形態において、固体混合物
のコンディショニング時間が、約５分間～約３０分間である。いくつかの実施形態におい
て、コンディショニング温度が、脂肪酸成分が融解する温度以上である。いくつかの実施
形態において、コンディショニング温度が、約６５℃～約７５℃である。いくつかの実施
形態において、コンディショニング温度が、７３℃～約８０℃であるか、又はほぼ７３℃
～約８０℃である。いくつかの実施形態において、コンディショニング温度が約４５℃～
約６５℃である。いくつかの実施形態において、コンディショニング温度が、約５５℃～
約７５℃である。いくつかの実施形態において、コンディショニング温度が約５５℃～約
７０℃である。いくつかの実施形態において、コンディショニング温度が、約７３℃～約
８０℃である。いくつかの実施形態において、コンディショニング温度が、約５５℃～約
８０℃である。
【０１４０】
図１は、脂肪酸成分及び界面活性剤成分を含む脂肪酸組成物と飼料材料との固体混合物を
調製するステップ、及び次いで液体を添加するステップによる、反芻動物飼料混合物の作
製を示しているが、成分を混ぜ合わせる順序は変更することができる。例えば、図２Ａを
参照すると、飼料材料、脂肪酸成分及び液体を混ぜ合わせて混合物にし、次いで、界面活
性剤成分を当該混合物に添加することができる。図２Ｂは、飼料材料、界面活性剤成分、
及び液体を混ぜ合わせ、次いで、脂肪酸成分を添加することができることを示している。
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図２Ｃは、飼料材料及び界面活性剤成分を混ぜ合わせ、脂肪酸成分及び液体を混ぜ合わせ
、次いで、これらの２つの混合物を混ぜ合わせることを示している。図２Ｄは、飼料材料
及び液体を混ぜ合わせ、脂肪酸成分及び界面活性剤成分を混ぜ合わせ、次いで、これらの
２つの混合物を混ぜ合わせることを示している。図１に示されるように、成分を混ぜ合わ
せるためのこれら４つの代替スキームのそれぞれは次いで、コンディショニングするステ
ップ（ブロック１０６）へ進むことができ、その後に、プレスするステップ（ブロック１
０８）、及び冷却するステップ（ブロック１１０）が続く。
【０１４１】
図３を参照すると、反芻動物飼料混合物及びペレットを作製するためのシステムの１つの
実施形態が示される。いくつかの成分は示されていないことを理解されたい。また、反芻
動物飼料混合物及びペレットを作製するという目的を達成するために、いくつかのシステ
ムの構成要素を再配置し、他の構成要素で置換し、又は完全に省くことができることも理
解されたい。
【０１４２】
いくつかの実施形態において、システムは第１のミキサー（ブロック３０４）を含む。こ
こで、第１のミキサーは固体混合物を含み、この固体混合物は脂肪酸成分及び界面活性剤
成分の脂肪酸組成物を含む。固体混合物は、少なくとも１つの飼料材料をさらに含む。い
くつかの実施形態において、第１のミキサー（ブロック３０４）が、パドルミキサー又は
リボンミキサーを含むことができる。いくつかの実施形態において、システムはスチーム
コンディショニング容器（ブロック３０６）を含み、このスチームコンディショニング容
器は第１のミキサー（ブロック３０４）と連通している、ここで、スチームコンディショ
ニング容器は、固体混合物を含む反芻動物飼料混合物を含む。いくつかの実施形態におい
て、システムは、ペレットプレッサー、エキスパンダー、又はエクストルーダー（ブロッ
ク３０８）を含み、このペレットプレッサー、エキスパンダー、又はエクストルーダーは
、スチームコンディショニング容器（ブロック３０６）と連通している。いくつかの実施
形態において、ペレットプレッサーが、リングダイプレッサー、フラットダイプレッサー
、又は水平リングダイプレッサーを有する。
【０１４３】
図４を参照すると、リングダイプレッサーが図示されている。リングダイを利用するリン
グダイプレッサーが、示されていない他の構成要素を含むことができることを理解された
い。一般に、リングダイ４０２は内径及び外径を有し、それらの差が個々のダイチャネル
４０６の厚さを画定する。リングダイ４０２は中空の中心を有し、この中空の中心に１又
は複数のギヤ４０４が存在することができる。ギヤ４０４は、リングダイ４０２の内部で
回転し、反芻動物飼料混合物４１０をプレスして複数のダイチャネル４０６の外に押し出
す。ナイフ４１２は、ダイチャネルから押し出される反芻動物飼料混合物を削り取り、個
々のペレット４０８を生産することができる。いくつかの実施形態において、リングダイ
４０２は、直径が約０．５ｍｍ～約１００ｍｍのダイチャネル４０６を有する。いくつか
の実施形態において、リングダイ４０２は、直径が約１ｍｍ～約５０ｍｍのダイチャネル
４０６を有する。いくつかの実施形態において、リングダイ４０２は、直径が約４ｍｍ～
約６ｍｍのダイチャネル４０６を有する。いくつかの実施形態において、リングダイは、
約１ｍｍ～約１０００ｍｍ厚のダイチャネル４０６を有する。いくつかの実施形態におい
て、リングダイは、約１０ｍｍ～約５００ｍｍ厚のダイチャネル４０６を有する。いくつ
かの実施形態において、リングダイは、約４０ｍｍ～約１２０ｍｍ厚のダイチャネル４０
６を有する。フラットダイプレッサーは、ダイチャネルを備えるフラットな（平面の）ダ
イを有する。フラットダイは、円形形状であることができ、フラットダイの表面が容器軸
に対して垂直になるように、円筒状容器内に配置することができる。一対のローラーを取
り付けて回転させることができ、ローラーは、ダイの表面の上で回転して、ダイチャネル
を通して混合物を通過させて、ペレットを成形する。
【０１４４】
再び図３を参照すると、システムは１又は複数の粉砕機（ブロック３１４）を含んでよい
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。粉砕機は、ミキサー（ブロック３０４）において脂肪酸組成物と混ぜ合わせる前に、飼
料材料を粉砕することができる。いくつかの実施形態において、第２の追加のミキサー（
ブロック３３０）が含まれてよい。スチームコンディショニングの前に固体混合物を粉砕
することが望まれる場合に、第２のミキサー（ブロック３３０）を使用することができる
。例えば、ミキサー（ブロック３０４）において脂肪酸組成物を飼料材料と混合する代わ
りに、脂肪酸組成物及び飼料材料をミキサー（ブロック３３０）において混合してよい。
次いで、結果として得られる固体混合物を粉砕機（ブロック３１４）によって粉砕するこ
とができ、粉砕された固体混合物を粉砕機からミキサー（ブロック３０４）に移動させる
。ミキサー（ブロック３０４）では、固体混合物を液体（ブロック３１１）と混ぜ合わせ
ることができる。さらなる選択肢として、脂肪酸組成物を粉砕機（ブロック３１４）内に
別々に導入することができる場合、ミキサー（ブロック３３０）を省くことができる。し
かしながら、脂肪酸組成物を粉砕する必要がない場合は、次いで、ミキサー（ブロック３
０４）において、脂肪酸組成物を飼料材料と混ぜ合わせることができる。
【０１４５】
ミキサー（ブロック３０４）において調製された固体混合物は、液体成分（ブロック３１
１）と混ぜ合わせることができる。液体成分（ブロック３１１）は、１又は複数のタンク
に貯蔵してよい。一つの実施形態において、液体成分が、ミキサー（ブロック３０４）に
、噴霧により送達される。この目的のために、液体成分は、ミキサー（ブロック３０４）
に配置された液体注入出口を通してポンプで送られてよい。液体注入出口は、ミキサー（
ブロック３０４）の内側に存在し、液体注入出口は、液体成分又は液体混合物を固体混合
物内に噴霧するように構成される。十分量の圧力と組み合わせた液体注入出口の設計は、
混合物が注入されるときにミストを生じることができる。いくつかの実施形態において、
油を添加してよい（ブロック３１３）。この目的のために、ミキサー（ブロック３０４）
の内側に存在する油添加出口を通して油を添加してよい。油添加出口は、油を固体混合物
内に添加するように構成される。
【０１４６】
いくつかの実施形態において、システムは、１又は複数の飼料材料を貯蔵するための貯蔵
サイロ（ブロック３１６）を含んでよい。それぞれ異なる飼料材料は、異なるサイロに別
々に貯蔵してよい。サイロは、飼料材料を正確な割合でサイロの外に適切に計量するため
の、計量器を備えてよい。いくつかの実施形態において、サイロに貯蔵される（ブロック
３１６）前に、穀物の形態の飼料材料を、予備粉砕機（ブロック３１８）によって予備粉
砕してよい。ブロック３１８の予備粉砕機は、飼料材料成分のそれぞれを、それらを貯蔵
する前に、別々に粉砕するように構成してよい。代替的に、全ての飼料材料を予備粉砕機
で共に粉砕することができる。
【０１４７】
貯蔵場所（ブロック３１６）から、飼料材料を、粉砕機（ブロック３０４）、又はミキサ
ー（ブロック３３０）、又はミキサー（ブロック３０４）内に計量してよい。
【０１４８】
いくつかの実施形態において、脂肪酸組成物（ブロック３１２）は、飼料材料とは別々に
貯蔵し計量することができる。脂肪酸組成物は、正確な割合で、ミキサー（ブロック３３
０）、粉砕機（ブロック３１４）、又はミキサー（ブロック３０４）内に計量することが
できる。
【０１４９】
予備粉砕機（ブロック３１８）は、飼料材料を様々なサイズに、例えば、粒子径（例えば
、ミリメートルで測定される粒子径）、メッシュサイズ、表面積、などに粉砕するように
構成してよい。飼料材料は、約１ミリメートル、約２ミリメートル、約５ミリメートル、
約７ミリメートル、約１０ミリメートル、及びこれらの値のうちの任意の２つの間の値又
は範囲（終点を含む）の粒子径に粉砕してよい。いくつかの実施形態において、固体混合
物を調製するステップの前に、飼料材料が、約１ｍｍ～約１０ｍｍのアベレージ粒子径に
粉砕される。固体混合物が粉砕機（ブロック３１４）において粉砕される場合、固体混合
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物は、約１ミリメートル、約２ミリメートル、約５ミリメートル、約７ミリメートル、約
１０ミリメートル、及びこれらの値のうちの任意の２つの間の値又は範囲（終点を含む）
の粒子径に粉砕してよい。いくつかの実施形態において、様々な固体成分は、飼料材料に
基づいて、様々な粒度分布を有してよい。
【０１５０】
予備粉砕及び粉砕（ブロック３１８及び３１４）は、当業者に公知の様々な粉砕装置、例
えばハンマーミル、ローラーミル、ディスクミル、などによって実施してよい。粉砕機（
ブロック３１８及び３１４）は、材料の粒子径を減少させるための任意のプロセス、例え
ば、破砕、マッシュ、衝撃付与、ハンマー打ち、切断、などを含んでよい。粉砕は、様々
な利益を提供し得る、例えば、反芻動物飼料混合物のある特定の特性を向上し得る。例え
ば、均一且つ微細な粒子径は、様々な飼料材料の混合及びペレット化を向上し得る。ある
特定の実施形態によれば、粉砕は、飼料材料の粒子径を減少させるように、例えば、消化
管内の酵素に対して開かれた表面積を増加させるように、構成してよい。このことは、栄
養物の消化率を向上させ、飼料の嗜好性を増加させ得る。
【０１５１】
ミキサー（ブロック３０４）を参照すると、いくつかの実施形態において、そこで生産さ
れる反芻動物飼料混合物を回収して（ブロック３３２）、様々な反芻動物食餌組成物の作
製に使用することができる。
【０１５２】
いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物が、ペレットを作製するために使用さ
れる。反芻動物又は他の動物のための食餌組成物を、ブロック３３２の反芻動物飼料混合
物から、又はペレットから作製することができる。反芻動物飼料混合物がペレットにされ
る実施形態において、システムは、例えば、ブロック３０６、３０８、３２２、３２４、
３２６、及び３２８をさらに含んでよい。図３は非常に図式的であり、ペレットを作製す
るための全ての備品が示されていない可能性がある、ということが理解されるべきである
。
【０１５３】
図３を参照すると、ミキサー（ブロック３０４）の後、反芻動物飼料混合物をペレット化
槽（示されず）に貯蔵してよく、このペレット化槽では、温度及び相対湿度を制御するこ
とができる。しかしながら、いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物は、ペレ
ット化槽を迂回して、直接スチームコンディショニング容器（ブロック３０６）に移動し
てよい。スチームコンディショニング容器は、ボイラー（ブロック３２６）からスチーム
を受け取る。このスチームは、ペレット化プロセスの前に反芻動物飼料混合物をコンディ
ショニングするのに使用される。
【０１５４】
いくつかの実施形態において、反芻動物飼料混合物をペレットにプレスしてよい。スチー
ムコンディショニングされた反芻動物飼料混合物は、ペレットプレッサー又はエクストル
ーダー（ブロック３０８）を使用して、ペレットにプレスしてよい、又は押し出してよい
。いくつかの実施形態において、空気を使用することなどによって、反芻動物飼料混合物
をエキスパンダー加工してよい。結果として得られるプレスされたペレットは、約５～約
６ｍｍの直径及び約６０ｍｍの厚さを有してよい。しかしながら、他のサイズを使用する
こともできる。
【０１５５】
いくつかの実施形態において、プレスの後に、ペレットをペレットドライヤー（ブロック
３２２）中においてよい。ブロワ（ブロック３２８）は、ペレットドライヤーにおいて使
用される周囲空気又は冷却除湿空気を吹き付けることができる。乾燥されたペレットを次
いで、複数の篩を介してサイズにより分類して、特定のサイズのペレットを選択してよい
。完成したペレットは、サイロに貯蔵し（ブロック３２４）、その後出荷のためにバルク
積み又はバッグ積みしてよい。バルク積みは、例えば、ペレットを直接輸送車両に積むこ
とを含み得る。バッグ積みは、バッグに反芻動物飼料混合物ペレットを充填することを含
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み得る。
【０１５６】
反芻動物飼料混合物又はペレットから作製される反芻動物食餌組成物を、反芻動物に給餌
するときに使用することができる。しかしながら、いくつかの実施形態において、反芻動
物飼料混合物又はペレットを使用して、反芻動物ではない動物に給餌することができる。
いくつかの実施形態において、反芻動物において乳脂肪、乳タンパク質又はミルク生産を
増加させる方法は、本明細書に記載される反芻動物飼料混合物を含む食餌組成物を、摂取
のために反芻動物に、ペレットの形態で又は他の方法で、提供するステップを含んでよい
。本方法は、反芻動物が反芻動物飼料混合物を摂取した後に、反芻動物からミルクを回収
するステップを含む。いくつかの実施形態において、回収されるミルクは、反芻動物が反
芻動物飼料混合物を摂取する前のミルクと比較してより高い乳脂肪含量、乳タンパク質含
量、又は産出量を有する。いくつかの実施形態において、反芻動物は、反芻動物が反芻動
物飼料混合物を摂取する前と比較して、より多量のミルクを生産することとなる。いくつ
かの実施形態において、反芻動物食餌組成物が、反芻動物飼料混合物を作製するための実
施形態のうち任意の１つを含む方法によって作製される。
【０１５７】
いくつかの実施形態において、食餌組成物が、脂肪酸成分、界面活性剤成分、及び飼料材
料を含む。いくつかの実施形態において、反芻動物食餌組成物が、脂肪酸成分、界面活性
剤成分、高オレイン酸油、及び飼料材料を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸組
成物が５０℃以上で融解し、脂肪酸成分が、２５以下のヨウ素価を有し、高オレイン酸油
が、３５質量％以上のオレイン酸含量を有する。
【０１５８】
いくつかの実施形態において、食餌組成物が、脂肪酸成分、界面活性剤成分、及び飼料材
料を含む。いくつかの実施形態において、脂肪酸成分が５０℃以上で融解する。いくつか
の実施形態において、脂肪酸成分が３０以下のヨウ素価を有する。いくつかの実施形態に
おいて、界面活性剤成分が、オレイン酸由来の界面活性剤を含む。いくつかの実施形態に
おいて、界面活性剤成分がポリソルベート又はソルベートを含む。いくつかの実施形態に
おいて、界面活性剤成分が、３０質量％、４５質量％、又は５０質量％以上のオレイン酸
ポリソルビタンを含む。
【０１５９】
いくつかの実施形態において、反芻動物食餌組成物が、脂肪酸成分、界面活性剤成分、高
オレイン酸油、及び飼料材料から成ることができ、脂肪酸組成物が４０℃以上で融解し、
脂肪酸成分が３０以下のヨウ素価を有し、高オレイン酸油が、３５質量％以上のオレイン
酸含量を有する。いくつかの実施形態において、食餌組成物が、脂肪酸成分、界面活性剤
成分、高オレイン酸油、及び飼料材料から成り、脂肪酸組成物が５０℃以上で融解し、脂
肪酸成分が３０以下のヨウ素価を有し、高オレイン酸油が、３５質量％以上のオレイン酸
含量を有する。いくつかの実施形態において、反芻動物食餌組成物が、約３質量％～約４
０質量％の脂肪酸成分、約０．０１質量％～約１０質量％の界面活性剤成分、及び約１質
量％～約３０質量％の高オレイン酸油を含む。
【０１６０】
いくつかの実施形態において、反芻動物食餌組成物が、例えば、乾燥粒子、ペレット、懸
濁液、ペースト、又はエマルジョンの形態であることができる。いくつかの実施形態にお
いて、反芻動物に消費させるために、食餌組成物を反芻動物に提供することによって、ミ
ルクの生産の増加、又は生産されるミルクの脂肪含量の増加、又はそれらの両方がもたら
され得る。これらの増加は、一般に、食餌組成物を受け取らない同様の反芻動物、食餌組
成物を受け取らない同様の反芻動物の平均、又は食餌組成物が提供されない場合の同じ反
芻動物のミルク生産量及び脂肪含量の平均と関連し得る。
【０１６１】
いくつかの実施形態において、ミルク生産は、質量パーセント又は体積パーセントで、約
０．０１質量％～約１０質量％（例えば、約０．０１質量％、約０．１質量％、約０．２
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質量％、約０．３質量％、約０．４質量％、約０．５質量％、約１質量％、約５質量％、
約８質量％、約９質量％、約１０質量％、又はこれらの値のうちの任意の２つの間の任意
の値又は範囲（終点を含む）を含む）の量だけ増加し得る。
【０１６２】
いくつかの実施形態において、乳脂肪含量又は産出量は、食餌組成物を摂取しない反芻動
物と比較して、質量パーセント又は体積パーセントで、約０．００１質量％～約１５質量
％（例えば、約０．００１質量％、０．０１質量％、約１質量％、約２質量％、約３質量
％、約１０質量％、約１５質量％、又はこれらの値のうちの任意の２つの間の任意の値又
は範囲（終点を含む）を含む）の量だけ増加し得る。
【０１６３】
いくつかの実施形態において、乳タンパク質含量又は産出量は、食餌組成物を摂取しない
反芻動物と比較して、質量パーセント又は体積パーセントで、約０．００１質量％～約１
０質量％（例えば、約０．００１質量％、０．０１質量％、約０．０５質量％、約０．２
質量％、約０．５質量％、約１質量％、約２質量％、約３質量％、約１０質量％、約１５
質量％、又はこれらの値のうちの任意の２つの間の任意の値又は範囲（終点を含む）を含
む）の量だけ増加し得る。
【０１６４】
いくつかの実施形態において、反芻動物により生産されるミルクの乳脂肪含量を増加させ
る方法が、反芻動物飼料混合物を、摂取のために反芻動物に提供するステップ、及び反芻
動物が反芻動物飼料混合物を摂取した後に、反芻動物からミルクを回収するステップであ
って、反芻動物から回収されるミルクが、反芻動物が反芻動物飼料混合物を摂取する前の
ミルクと比較して、より高い乳脂肪含量を有するステップ、を含んでよい。反芻動物はウ
シ、ヤギ、又はヒツジが可能である。
【０１６５】
いくつかの実施形態において、反芻動物により生産されるミルクの乳タンパク質含量を増
加させる方法が、反芻動物飼料混合物を、摂取のために反芻動物に提供するステップ、及
び反芻動物が反芻動物飼料混合物を摂取した後に、反芻動物からミルクを回収するステッ
プであって、反芻動物から回収されるミルクが、反芻動物が反芻動物飼料混合物を摂取す
る前のミルクと比較して、より高い乳タンパク質含量を有するステップ、を含んでよい。
反芻動物はウシ、ヤギ、又はヒツジが可能である。
【０１６６】
いくつかの実施形態において、反芻動物によるミルク生産を増加させる方法が、反芻動物
飼料混合物を、摂取のために反芻動物に提供するステップ、及び反芻動物が反芻動物飼料
混合物を摂取した後に、反芻動物からミルクを回収するステップであって、反芻動物から
のミルク生産が、反芻動物が反芻動物飼料混合物を摂取する前のミルク生産と比較して、
より高い、ステップ、を含んでよい。反芻動物はウシ、ヤギ、又はヒツジが可能である。
【０１６７】
本明細書の説明では、添付の図面が参照され、この添付の図面は本明細書の一部を形成す
る。図面において、文脈により別途指示されない限り、同様のシンボルは、典型的には、
同様の構成要素を特定する。詳細な説明、図面、及び請求項において説明される例示的な
実施形態は、限定することを意味するものではない。本明細書に提示される発明の内容の
精神又は範囲から逸脱することなく、他の実施形態を使用してよく、他の変更を行ってよ
い。本明細書に一般的に記載され、図面に示される本開示の態様は、幅広い様々な構成で
配置し、置換し、組み合わせ、分離し、設計することができ、これらの全てが本明細書に
おいて明示的に企図されることが、容易に理解されるだろう。
【０１６８】
本開示は、本出願において記載された特定の実施形態に関して限定されるものではなく、
このような実施形態は、様々な態様の例示として意図される。当業者には明らかであるよ
うに、その精神及び範囲から逸脱することなく、多くの改変及び変形を行うことができる
。本明細書中で列挙したものに加えて、本開示の範囲内の機能的に等価な方法及び装置が
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、先の説明から当業者には明らかであろう。このような改変及び変形は、添付の請求項の
範囲内に入ることが意図される。本開示は、添付の請求項、及び当該請求項が権利を与え
られるものと同等のものの範囲全体によってのみ限定されるべきものである。本開示は、
特定の方法、試薬、化合物、組成物又は生物学的システムに限定されず、当然変化し得る
ことが理解されるべきである。本明細書で使用される用語は、特定の実施形態を説明する
ためだけのものであり、限定することを意図するものではないことも理解されたい。
【０１６９】
本明細書における、複数形、単数形、又はそれらの両方の使用に関して、当業者は、文脈
に応じて、複数形を単数形へ変換し、単数形を複数形へ変換し、又はそれらの両方を行う
ことができる。明確にするために、様々な単数形／複数形の並べ替えを、本明細書に明示
的に記載することができる。
【０１７０】
一般に、本明細書で使用される用語、及び特に添付の請求項（例えば、添付の請求項の本
文）において使用される用語は、「オープンな」用語として一般に意図されることが、当
業者に理解されるであろう（例えば、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」は、「含むが
、これらに限定されない」として解釈されるべきであり、用語「有する（ｈａｖｉｎｇ）
」は、「少なくとも有する」として解釈されるべきであり、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ
ｓ）」は、「含むが、これらに限定されない」として解釈されるべきである、など）。様
々な組成物、方法、及び装置は、様々な構成要素又はステップを「含む（ｃｏｍｐｒｉｓ
ｉｎｇ）」として説明されている（「含むが、これらに限定されない」という意味として
解釈される）一方で、組成物、方法、及び装置はまた、様々な構成要素及びステップ「か
ら本質的に成る（ｃｏｎｓｉｓｔ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」又は「から成る（
ｃｏｎｓｉｓｔ　ｏｆ）」ことも可能であり、このような用語は、本質的に閉じたメンバ
ー群を定義するものと解釈されるべきである。導入された請求項の発明特定事項について
、特定の数が意図される場合、そのような意図は明示的に請求項中で特定され、そのよう
な特定の非存在下では、そのような意図は存在しない、と当業者は理解するであろう。例
えば、理解を助けるために、以下の添付の請求項は、請求項の発明特定事項を導入するた
めに、導入フレーズ「少なくとも１種類の」及び「１又は複数の」の使用を含んでよい。
しかしながら、このようなフレーズの使用は、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」による請求項
の発明特定事項の導入が、そのような導入された請求項の発明特定事項を含む任意の特定
の請求項を、そのような発明特定事項を１つだけ含む実施形態に限定することを意味する
と解釈されるべきではない。これは、同じ請求項が、導入フレーズ「１又は複数の」又は
「少なくとも１種類の」及び「ａ」又は「ａｎ」などの不定冠詞を含むときでさえそうで
ある（例えば、「ａ」及び／又は「ａｎ」は、「少なくとも１種類の」又は「１又は複数
の」を意味すると解釈されるべきである。）。またこれは、請求項の発明特定事項を導入
するために定冠詞が使用される場合についても同様である。加えて、導入された請求項の
発明特定事項について特定の数が明示的に特定されている場合であっても、当業者は、そ
のような発明特定事項が、少なくともその特定された数存在することを意味すると解釈さ
れるべきであることを認識するだろう（例えば、他の修飾語のない「２の『発明特定事項
』」という特定は、その発明特定事項が少なくとも２存在すること、又はその発明特定事
項が２以上存在することを意味する。）。「Ａ、Ｂ、又はＣ、などのうち少なくとも１種
類」に類似した表現法が使用される場合に、一般に、このような構成の意図する意味は、
当業者によってこの表現法が理解されるときの意味と同じである（例えば、「Ａ、Ｂ、又
はＣのうち少なくとも１種類を有するシステム」は、Ａ単独、Ｂ単独、Ｃ単独、Ａ及びＢ
、Ａ及びＣ、Ｂ及びＣ、及び／又はＡ、Ｂ、及びＣ、などを有するシステムを含むが、こ
れらに限定されない。）。明細書、特許請求の範囲、又は図面のいずれにおいても、２以
上の選択的な用語を提示する任意の離接的な語及び／又はフレーズは、事実上、用語のう
ち１つ、いずれかの用語、又は両方の用語を含む可能性を企図するものと理解されるべき
である、ということが当業者にさらに理解されるだろう。例えば、フレーズ「Ａ又はＢ」
は、「Ａ」又は「Ｂ」又は「Ａ及びＢ」の可能性を含むと理解される。
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【０１７１】
加えて、本開示の特徴又は態様がマーカッシュ群により説明されている場合、これにより
本開示が、マーカッシュ群のメンバーの任意の個々のメンバー又はサブグループによって
も説明される、ということを当業者は認識するだろう。
【０１７２】
当業者により理解されるように、説明を記載することなどの任意の及び全ての目的のため
に、本明細書中に開示される全ての範囲はまた、任意の及び全ての可能な部分範囲及びそ
れらの部分範囲の組み合わせを包含する。任意の列挙された範囲が、十分に説明を提供す
るものであり、その同じ範囲が少なくとも２等分、３等分、４等分、５等分、１０等分、
などに分割できるものであると、容易に認識することができる。非限定的な例として、本
明細書中で論じられる各範囲は、下位３分の１、中位３分の１及び上位３分の１、などに
容易に分割することができる。これも当業者により理解されるように、「最大」、「少な
くとも」、などのすべての言葉は、特定された数を含み、上で論じられるような部分範囲
に後で分割することができる範囲を指す。最後に、当業者により理解されるように、ある
範囲は、それぞれの個々のメンバーを含む。したがって、例えば、１－３のセルを有する
群は、１、２、又は３のセルを有する群を指す。同様に、１－５のセルを有する群は、１
、２、３、４、又は５のセルを有する群を指す、などとなる。
【０１７３】
上記に開示される様々な特徴及び機能、並びに他の様々な特徴及び機能、又はそれらの代
替物は、多くの他の異なるシステム又は用途に組み合わせてよい。当業者は後で、様々な
現在予期せぬ又は不測の代替、改変、変形又は改良を本発明に行ってよい。これらの代替
、改変、変形又は改良のそれぞれもまた、開示される実施形態によって包含されることが
意図される。
【実施例】
【０１７４】
例１：長いコンディショニングによる脂肪酸組成物を含む飼料ペレットの生産
【０１７５】
遊離パルミチン酸及びポリエチレンソルビトールエステル界面活性剤（ポリソルビタン８
０）を含む脂肪酸組成物を、表１に列挙される飼料材料と共に混合し、固体混合物を提供
する。固体混合物を、約５０℃～約７０℃の温度で少なくとも１０分間スチームコンディ
ショニングする。結果として得られる混合物を飼料ペレットに加工し、この飼料ペレット
をペレットＡとする。
【０１７６】
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【表１】

【０１７７】
例２：短いコンディショニングによる脂肪酸組成物を含む飼料ペレットの生産
【０１７８】
遊離パルミチン酸及びポリエチレンソルビトールエステル界面活性剤（ポリソルビタン８
０）を含む脂肪酸組成物を、表１に列挙される飼料材料と共に混合し、固体混合物を提供
する。固体混合物を、約４０℃～約５０℃の温度で３分間を超えない時間スチームコンデ
ィショニングする。結果として得られる混合物を飼料ペレットに加工し、この飼料ペレッ
トをペレットＢとする。
【０１７９】
例３：脂肪酸組成物及びナタネ油を含む飼料ペレットの生産
【０１８０】
遊離パルミチン酸及びグリセリルポリエチレングリコールリシノレエートＥ４８４を含む
脂肪酸組成物を、表２に列挙される飼料材料と共に混合し、固体混合物を提供する。ナタ
ネ油を固体混合物内に添加し、結果として得られる混合物を、約５０℃～約７０℃の温度
で少なくとも１０分間スチームコンディショニングする。結果として得られる混合物を飼
料ペレットに加工し、この飼料ペレットをペレットＣとする。
【０１８１】
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【表２】

【０１８２】
例４：ペレットＡ、Ｂ及びＣの動物給餌試験
【０１８３】
動物給餌試験を、ペレットＡ、Ｂ及びＣを含む給餌処理で実施した。２４頭のＡｙｒｓｈ
ｉｒｅ経産ウシを試験に使用した。全ての試験動物は、少なくとも５週間のミルク日を有
した。３処理及び４サイクルを含む３ｘ４ラテン方格法で試験を実施した。各サイクル期
間は３週間続いた。生産能力及び経産回数に基いて、ウシを群に分けた。各期間において
、ペレットＡ、Ｂ又はＣを含む１つの給餌処理で各群を処理した。全てのウシは全ての給
餌処理を受けた。表３に示される結果は、各処理の最終週における測定に基づき計算した
。回収週は木曜日に始まり、翌週の木曜日まで続いた。
【０１８４】
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【図２Ｂ】
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